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『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
申
野
正
明
京
都
市
紫
竹
招
善
寺
に
は
、
東
山
一
心
院
の
開
山
縁
誉
称
念
書
状
一
通
と
、
『
一
心
院
覚
書
』
な
る
一
本
が
現
存
す
る
。
称
念
あ
る
い
は
一
心
院
関
係
の
も
の
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
性
格
等
に
つ
い
て
明
確
で
な
い
部
分
が
多
い
。
前
者
の
称
念
書
状
ξ
い
て
は
、
拙
稿
コ
心
院
縁
誉
称
奮
史
薯
察
L
(『法
然
学
会
論
叢
』
第
五
号
)
に
掲
載
し
て
あ
る
か
ら
こ
れ
を
参
看
頂
く
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
掲
載
の
恰
好
な
る
機
会
を
得
た
た
め
、
称
念
の
法
度
類
に
つ
い
て
ま
た
一
心
院
と
知
恩
院
と
の
関
係
等
を
知
る
た
め
の
史
料
と
し
て
、
い
く
ら
か
で
も
上
述
し
た
如
き
現
状
を
補
ヶ
こ
と
に
な
り
う
れ
ば
と
考
え
、
後
者
『
一
心
院
覚
書
』
の
全
文
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
1
、
『
一
心
院
覚
書
』
.
本
史
料
飜
刻
上
の
体
例
は
、
お
お
む
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。
凡
例
r
/
一
、
原
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
古
体
・
異
体
噂
略
体
等
の
文
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
変
体
仮
名
は
、
片
仮
名
と
同
形
の
二
・
ハ
等
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
平
仮
名
に
改
め
た
。
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
』
六
七
一
六
八
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
原
本
に
お
け
る
欠
字
・
平
出
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
一
字
分
の
空
角
を
お
い
て
、
一
様
に
連
記
し
た
。
本
文
の
読
解
に
資
す
る
た
め
、
読
点
(
、
)
お
よ
び
並
列
点
(
・
)
を
加
え
た
。
傍
註
は
、
文
字
の
誤
り
を
正
す
た
め
の
も
の
に
は
〔
〕
を
用
い
、
そ
の
他
、
説
明
ま
た
は
参
考
の
た
め
の
も
の
に
は
(
)
を
用
い
た
。
註
に
「
カ
」
の
字
を
添
え
た
も
の
は
、
断
定
を
さ
し
控
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
文
意
の
通
じ
が
た
い
箇
所
、
も
し
く
は
特
に
原
本
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
箇
所
に
は
(
マ
・
)
を
附
し
た
。
原
本
に
お
け
る
朱
筆
の
部
分
に
対
し
て
は
、
そ
の
部
分
を
「
」
で
包
み
、
(朱
書
)
と
註
記
し
た
。
寺
院
名
に
つ
い
て
、
特
別
に
旧
国
名
を
示
さ
な
い
場
合
の
註
記
は
、
京
都
の
都
市
部
を
意
味
す
る
。
(表
紙
)
(
タ
テ
ご
七
・
1
1
'
m
n
j
九
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
二
十
一
心
院
覚
書
全
一
心
院
出
入
之
次
第
(京
極
綾
小
路
)
(千
本
)
(京
極
高
辻
)
(知
恩
院
)
(元
禄
十
六
年
)
(縁
誉
)
元
禄
十
六
年
未
八
月
晦
日
、
一
心
院
末
寺
聖
光
寺
・
称
念
寺
・
乗
願
寺
、
当
山
役
者
迄
訴
来
候
者
、
当
年
七
月
十
九
日
称
念
上
人
百
五
十
年
忌
二
付
、
門
中
之
長
老
各
座
之
説
法
可
相
勤
之
旨
、
去
五
月
従
一
心
院
回
文
を
以
被
相
触
候
序
二
、
古
法
二
無
之
五
ヶ
条
之
新
条
目
被
差
出
候
、
其
条
目
二
云
、
定
(縁
誉
称
念
)
一
、
不
稀
望
世
間
名
利
、
偏
可
専
出
離
要
法
之
事
、
勿
論
開
山
上
人
制
詞
也
、
一
、
捨
世
一
流
之
法
式
、
諸
事
如
古
来
堅
固
可
被
相
守
之
事
、
'
一
、
香
衣
并
鉦
・
鐃
・
鉢
・
帽
子
・
沓
等
、
且
亦
長
念
珠
持
儀
、
弥
堅
令
停
止
之
事
、
一
、
於
勤
行
拜
引
導
仏
事
等
、
称
名
一
行
之
外
、
諷
誦
・
読
経
弥
堅
令
停
止
之
事
、
一
、
道
心
者
衆
、
大
衣
之
五
条
袈
裟
、
木
綿
衣
白
衣
類
、
弥
堅
令
停
止
之
事
、
但
シ
、
小
僧
達
衆
、
三
十
歳
已
前
二
可
被
改
者
也
、
右
之
条
く
、
弥
不
取
乱
、
向
後
堅
固
可
被
相
守
、
若
違
背
之
仁
於
有
之
者
、
急
度
可
申
付
之
条
、
如
件
、
元
禄
十
六
未
年
五
月
日
一
心
院
衆
中
判
(
一心
院
住
持
)
湛
誉
判
、惣
門
中
一
、
右
条
目
之
通
二
而
者
、
諸
末
寺
難
立
、
自
然
と
退
転
可
仕
候
、
此
趣
旦
那
共
承
、
念
仏
斗
之
儀
者
、
我
く
も
唱
申
候
、
旦
那
寺
を
頼
申
事
ハ
、
相
応
之
法
事
を
執
行
仕
、
先
祖
を
も
吊
可
申
た
め
二
候
、
然
所
二
念
仏
之
外
法
度
二
而
候
者
、
旦
那
共
ハ
、
他
寺
之
旦
那
(一兀
禄
十
亠ハ年
)
二
罷
成
可
申
之
旨
、
寺
ζ
江
断
来
候
、
左
候
而
ハ
、
自
然
と
可
及
退
転
難
儀
仕
候
、
依
之
去
ル
五
月
汐
、・
門
中
替
く
一
心
院
江
相
詰
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
六
九
一
七
〇
訴
之
候
得
共
、
依
用
無
之
、
旦
那
共
も
相
詰
訴
候
得
共
、
一
向
取
上
無
之
候
間
、
無
是
非
各
様
江
訴
上
申
候
、
前
く
之
通
被
致
仕
置
候
様
二
、
御
異
見
被
成
可
被
下
由
申
之
、
我
く
返
答
二
、
如
何
様
之
訳
二
而
法
度
書
被
出
候
も
、
此
方
江
為
知
不
申
候
故
、
異
見
難
致
候
、
各
汐
幾
度
も
訴
可
被
申
と
返
答
仕
候
、
其
刻
一
通
之
願
書
差
出
ス
、
其
文
言
左
二
記
ス
、
乍
恐
口
上
書
(元
禄
十
六
年
)
(京
極
綾
小
路
)
一
、
今
度
従
一
心
院
被
出
候
条
目
二
付
、
諸
末
寺
寺
役
相
障
り
候
故
、
五
月
十
九
日
二
一
臈
聖
光
寺
を
以
歎
、
六
月
十
八
日
同
聖
光
寺
、
(千
本
)
(京
極
中
之
町
)
(紫
竹
)
コな
　ま　
せ
　
七
月
廿
三
日
同
聖
光
寺
を
以
願
候
得
共
、許
容
不
被
致
候
二
付
、
八
月
四
日
二
乗
願
寺
・
称
福
寺
・
透
玄
寺
・
招
善
寺
、
同
十
一
日
二
俸
寺
゜
蘿
寺
゜
千
森
奪
薩
構
購
蘓
ギ
曦゚
称
奪
゜
爨
寺
同
廿
三
日
二
灘
寺
並
慧
曜
癖
肇
齬
響
蔭
軈
韈
艟
鶤
鞜
追
離
日
二
千
森
奪
・纛
寺
・霖
院
・鑿
目寺
今
朝
森
奪
・
透
玄
寺
を
以
歎
候
得
共
一
心
院
曽
而
承
引
無
御
座
候
、
依
之
、
諸
末
寺
只
今
迄
勤
来
候
事
共
相
改
、
檀
那
用
浄
二
も
障
り
難
義
仕
候
、
御
役
人
中
御
相
談
被
成
、
一
心
院
衆
中
江
御
異
見
被
成
被
下
候
ハ
・
、
忝
可
奉
存
候
、
以
上
、
元
禄
十
六
未
年
八
月
廿
九
日
(千
本
)
称
念
寺
唱
誉
印
(京
極
高
辻
)
°
乗
願
寺
真
誉
印
(千
本
)
称
福
寺
自
誉
印
(京
極
中
之
町
)
'透
玄
寺
光
誉
印
田
舎
惣
代
専
念
寺
(田
井
)
覚
誉
印
惣
門
中
知
恩
院御
役
人
中
(元
禄
十
六
年
)
(京
極
綾
小
路
)
(五
条
下
寺
町
)
一
、
九
月
四
日
之
晩
、
一
心
院
末
寺
為
惣
代
、
聖
光
寺
・
竹
林
院
入
来
、
旦
那
共
相
加
り
、
大
勢
門
外
迄
相
詰
願
申
候
ハ
、
先
日
被
仰
聞
候
通
、
我
く
も
旦
那
共
も
、
一
心
院
江
相
詰
訴
候
得
共
、
曽
而
承
引
無
之
、
自
今
以
後
者
、
出
会
・
対
面
も
仕
間
鋪
由
被
申
切
候
故
、
(知
恩
院
住
持
無
是
非
各
様
江
頼
上
候
、
前
く
之
通
二
而
、
末
寺
も
相
続
仕
候
様
二
、
御
異
見
被
遊
可
被
下
旨
申
之
、
依
之
、
其
趣
内
く
二
而
方
丈
白
誉
秀
道
)
江
致
披
露
候
ヘ
ハ
、
、大
勢
門
外
迄
詰
懸
ヶ
訴
候
事
、
他
見
も
悪
敷
候
、
殊
更
騒
動
ヶ
間
敷
、
公
儀
江
相
聞
候
者
宜
ヶ
間
敷
候
間
、
(湛
誉
力
)
(知
恩
院
由
[内
)
役
者
寮
迄
一
心
院
住
持
・
一
臈
・
二
老
之
道
心
者
を
呼
寄
、
様
子
相
尋
可
申
旨
被
仰
候
二
付
、
常
称
院
方
迄
右
之
三
僧
呼
寄
、
様
子
相
尋
候
得
者
、
古
法
二
而
候
故
、
条
目
差
出
申
之
由
返
答
、
(九
月
)
一
、
同
五
日
一
心
院
丼
善
故
道
心
・
了
伝
道
心
参
上
、
当
五
月
末
山
江
差
出
候
条
目
、
井
淀
念
仏
寺
出
入
之
節
於
江
戸
御
裁
許
状
、
末
寺
入
院
之
砌
之
手
形
帳
を
差
出
ス
、
御
裁
許
状
之
文
言
、
一
心
院
末
寺
淀
納
所
村
念
仏
寺
念
仏
寺
末
寺祐
源
菴
同
断
浄
盛
菴
同
断
清
源
菴
同
断
称
名
菴
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
七
温
一
七
二
同
断
西
林
菴
(
一心
院
)
(淀
)
右
六
ヶ
寺
一
心
院
末
寺
二
候
間
、
弥
本
寺
江
可
相
随
候
、
拜
念
仏
寺
隠
居
慶
称
庵
本
寺
違
背
、
新
地
を
取
立
候
間
、
所
令
追
放
候
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、
寛
文
三
年
癸
卯
十
二
月
九
日
(加
々
瓜
直
澄
、
寺
社
奉
行
)
加
く
甲
斐
印
判
(井
上
正
利
、
寺
社
奉
行
)
井
河
内
印
判
一
心
院
末
寺
入
院
之
節
之
一札
謹
而
申
上
候
一
、
一
心
院
之
御
作
法
、
如
古
法
堅
固
二
可
相
守
候
事
、
一
・
(弥
群
毎
月
禦
諏
如
先
例
随
分
登
嵜
仕
候
萎
寺
転
罐
癘
碓
ニ
ハ
・
毎
年
召
連
参
寺
仕
候
倶
病
舞
往
生
人
於
有
之
者
、
各
別
之
義
御
座
候
事
、
一
、
住
持
替
目
後
住
之
儀
、
一
心
院
様
可
為
御
意
次
第
事
、
右
之
条
ζ
、
永
代
御
仕
置
堅
可
相
守
此
旨
候
、
若
於
令
違
背
者
、
任
法
急
度
可
被
仰
付
候
、
仍
後
証
如
件
、
年
号
月
日
一
心
院
末
寺何
寺何
誉
判
一
心
院
何
誉
和
尚
井
役
人
中
〔儀
〕
(善
故
・
(知
恩
院
住
持
白
誉
秀
道
)
方
丈
御
対
面
被
成
、
如
何
様
之
訳
二
而
如
斯
条
目
出
シ
候
哉
と
御
尋
候
ヘ
ハ
、
住
持
返
答
二
、
拙
僧
義
者
曽
而
不
存
事
二
候
へ
共
、
此
両
了
伝
)
人
之
道
心
者
古
法
之
由
申
之
間
任
其
意
候
、
様
子
ハ
道
心
者
共
二
御
尋
可
被
成
旨
申
之
、
二
人
之
道
心
者
へ
御
尋
候
ヘ
ハ
、
一
心
院
之
古
法
二
而
御
座
候
、
其
証
拠
二
裁
許
状
と
末
寺
入
院
之
砌
之
手
形
帳
を
差
出
ス
、
方
丈
一
覧
被
成
、
此
書
物
之
中
古
法
之
言
有
之
候
得
共
、
(縁
誉
称
念
)
此
度
書
出
候
五
ヶ
条
之
品
ハ
不
相
見
候
と
被
仰
候
ヘ
ハ
、
其
以
前
開
山
之
弟
子
長
命
之
者
有
之
、
如
斯
二
候
と
咄
申
候
由
承
伝
候
と
返
答
〔儀
〕
也
、
方
丈
被
仰
候
ハ
、
聞
伝
之
分
二
而
ハ
慥
二
不
相
聞
候
、
先
以
ヶ
様
之
条
目
を
以
門
中
之
法
義
を
改
候
儀
ハ
、
其
方
な
と
無
智
之
道
心
者
之
分
二
而
ハ
難
成
事
二
候
、
方
丈
井
役
者
江
不
相
伺
、
任
我
意
候
事
、
理
不
尽
之
至
候
、
其
上
称
名
一
行
之
外
堅
停
止
之
旨
、
条
目
二
〔儀
〕
(観
無
量
寿
経
散
善
義
)
書
出
候
此
儀
者
、
和
漢
両
朝
之
諸
聖
教
二
相
違
、
且
亦
諸
大
祖
師
之
御
行
義
二
相
違
之
旨
、
散
善
義
就
行
立
信
之
下
、
選
択
集
第
二
章
二
(法
然
上
人
)
(弁
長
)
(良
忠
)
重
之
巻
物
、
決
答
銘
心
抄
迄
一
く
御
読
聞
せ
、
助
・
正
分
別
之
訳
、
猶
亦
善
導
大
師
・
元
祖
大
師
・
聖
光
上
人
・
然
阿
上
人
御
勤
之
次
第
、
〔河
〕
(法
然
上
人
)
(元
久
元
年
)
(七
条
大
和
大
路
)
後
白
川
之
法
皇
御
如
法
経
之
節
円
光
大
師
御
勤
之
様
子
、
且
亦
第
十
三
年
之
御
遠
忌
於
蓮
花
王
院
元
祖
大
師
御
勤
之
法
要
を
、
一
く
二
被
仰
聞
候
、
其
方
な
と
ハ
抜
群
歳
閾
、
髪
を
刺
道
心
者
二
罷
成
候
へ
者
、
文
盲
二
而
一
旬
之
経
文
を
も
不
読
覚
候
ヘ
ハ
、
念
仏
斗
之
勤
尤
之
事
候
、
門
中
之
長
老
者
学
生
二
而
候
ヘ
ハ
、
旦
那
之
望
二
依
而
念
仏
之
外
之
法
事
を
も
勤
来
候
事
も
可
有
之
候
、
然
共
捨
世
寺
之
儀
二
候
　
マ
こ
ヘ
ハ
、
念
仏
を
専
二
可
勤
候
得
共
、
旦
那
之
望
を
背
候
ハ
・
、
化
益
も
闕
可
申
候
、
菟
角
争
論
不
宜
候
、
何
事
も
末
寺
之
衆
中
を
相
談
之
上
二
而
相
極
可
然
候
、
此
程
諸
末
寺
衆
、
役
者
迄
度
く
訴
来
候
得
共
取
上
不
申
候
、
然
共
開
山
称
念
上
人
被
制
置
儀
も
候
ハ
・
、
各
別
二
而
候
、
若
然
ハ
証
拠
可
成
書
物
有
之
候
ハ
・
、
可
致
持
参
之
旨
被
仰
候
ヘ
ハ
、
善
故
・
了
伝
古
法
之
儀
と
斗
、
我
情
強
申
募
、
一
向
得
心
(善
故
・了
伝
)
無
之
、
末
寺
共
何
と
訴
訟
仕
候
共
、
御
取
上
被
下
間
敷
旨
申
之
退
出
、
其
後
両
人
之
道
心
者
役
者
共
江
相
廻
り
、
末
山
中
如
何
様
二
相
願
候
共
、
御
取
上
被
下
間
敷
旨
願
申
候
、
其
以
後
称
念
上
人
被
制
候
九
ケ
条
之
条
目
持
参
、
文
言
如
左
、
十
方
恒
沙
仏
六
通
照
知
我
今
乗
二
尊
教
広
開
浄
土
門
専
修
同
伴
行
者
可
持
条
々
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
七
三
一
七
四
ニ
ノ
ヲ
一
、
昼
夜
莫
レ
廃
可
レ
励
二
厭
離
穢
土
心
一事
、
(
法
然
)
ク
ル
ー
昌
ル
ヨ
リ
ル
ニ
ノ
ヲ
昌
ツ
ヲ
ク
ハ
ニ
ノ
ニ
レ
願
西
方
行
者
偏
住
二厭
離
穢
土
心
↓
莫
下
拝
コ
祖
師
上
人
云
、
我
等
久
留
二生
死
嚇
由
三昔
未
レ厭
二此
界
↓
是
故
先
応
レ厭
二穢
土
一文
、
シ
テ
シ
ヲ
メ
ヲ
(
聖
冏
)
奏
神
明
一呼
ご諸
魍
魎
一請
コ乞
福
祐
一欲
レ
冀
中延
年
劫
臨
終
要
決
云
、
放
」
下
身
心
一莫
レ生
一恋
着
一文
、
了
誉
上
人
云
、
請
西
方
行
者
莫
メ
ノ
レ
恋
コ
着
苦
界
身
命
↓
已
上
、
一
家
釈
云
、
大
衆
同
心
厭
三
界
文
、
又
云
、
惣
勧
レ
厭
二
此
人
天
楽
↓
無
常
ハ
苦
火
焼
人
、
已
上
、
但
、
雖
ニ
ン
ハ
ニ
ナ
ラ
ハ
ン
モ
(浄
土
法
事
讃
)
(観
念
阿
専
修
行
者
嚇
若
為
二
仏
法
外
護
嚇
若
為
二
衆
生
依
帖
嚇
帰
一
権
神
一
非
二
邪
-
因
邪
業
↓
若
為
二
名
利
一事
レ
権
亦
邪
也
、
法
事
讃
・
観
念
法
弥
陀
仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門
)
門
等
是
意
而
已
、
ニ
エ
一
、
行
住
座
臥
可
住
二
欣
求
浄
土
念
一事
、
(
法
然
)
ヒ
ト
ヲ
ヲ
ノ
ニ
昌
ヲ
ノ
ハ
ト
祖
師
上
人
云
宀
設
雖
レ
厭
二
此
界
{
不
レ
欣
二
彼
国
一
不
レ
可
二
往
生
↓
是
故
次
応
レ
欣
一
浄
土
(
已
上
、
夫
出
離
生
死
法
、
必
以
レ
願
為
レ
先
、
(往
生
礼
讃
)
ハ
ニ
ヲ
ハ
ノ
ハ
故
礼
讃
云
、
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
、
已
上
、
往
生
要
集
云
、
浄
土
業
依
レ
願
得
レ報
、.
罪
報
有
レ
量
浄
土
報
無
レ
量
、
已
上
、
一
世
勤
修
須
鞣
何
霙
二衆
事
求
中浄
キ
哉
願
諸
行
者
努
力
莫
楓
・
(贓
塗
往
麦
異
轟
舉
シ
キ
ナ
顯
無
離
碯
分
蜜
死
甚
難
厭
、
仏
法
復
難
欣
、
共
発
金
剛
志
横
超
断
四
流
、
願
入
弥
陀
界
、
已
上
、
ノ
ヲ
ノ
ヲ
テ
ノ
ヲ
ト
一
、
仰
一二
向
専
念
金
言
↓
信
二
一
心
専
念
教
誠
嚇
抛
一
諸
雑
行
一
可
レ
成
一二
向
専
修
之
身
一事
、
ヒ
に
ヲ
フ
ト
ヲ
ヲ
ト
右
設
雖
卞厭
二此
界
一欣
夢彼
不
専
其
業
(
則
難
レ
成
二順
次
生
因
{
故
釈
云
、
随
縁
雑
善
恐
難
生
、
已
上
、
願
諸
行
者
寤
寐
莫
レ忘
、
無
余
ニ
ヲ
ロ
　
ロ
無
間
可
レ
称
二
名
号
一
也
、
一
家
尺
云
、
一
心
専
念
弥
陀
名
号
等
、
已
上
噛
又
云
、
但
、
使
専
意
作
者
、
十
即
十
生
、
修
雑
不
至
心
者
千
(懐
感
)
シ
ノ
ノ
ヲ
ヨ
ヲ
ハ
昌
モ
ハ
晶
中
無
一
、
已
上
、
感
師
云
、
廃
二
余
一
切
諸
願
諸
行
↓
唯
コ
願
唯
-
行
西
方
一
行
{
雑
ー
修
之
者
万
不
一二
生
宀
専
修
之
人
千
無
一二
失
↓
(選
択
本
願
念
仏
集
)
レ
晶
ハ
ノ
ニ
レ
ハ
ス
ノ
已
上
、
選
択
云
、
夫
速
欲
レ
離
二
生
死
↓
二
種
勝
法
中
、
乃
至
称
レ
名
必
得
二
往
生
噛
依
二
仏
本
願
一
故
也
、
ノ
ト
ニ
ヲ
ノ
バ
ク
ア
ヲ
ヨ
テ
ヲ
シ
一
、
為
一一
一
向
専
修
行
者
袖
一
心
願
二
往
生
極
楽
一
者
、
深
止
二
橋
慢
心
↓
弥
持
二
卑
下
心
↓
三
宝
可
レ
奉
二
恭
敬
一
事
、
(往
生
礼
讃
)
ニ
ハ
ノ
ヲ
シ
バ
ノ
ニ
ニ
ク
右
心
雖
レ奉
レ
仰
二自
他
一
切
三
宝
嚇
身
口
奉
レ
行
時
、
西
方
念
仏
一
行
一
願
也
、
故
礼
讃
云
、
南
無
十
方
三
世
尽
虚
-
空
遍
ー
法
-界
微
ー
レ
ノ
ニ
ノ
ノ
塵
刹
ー
土
中
一
切
三
ー
宝
、
我
今
稽
首
礼
等
、
已
上
、
加
之
、
於
二
念
仏
行
者
嚇
十
方
恒
沙
諸
仏
・
一
切
諸
菩
薩
一
梵
-
天
帝
-
釈
・
四
1
一
、
一
、、、
シ
モ
フ
タ
リ
モ
ハ
大
天
王
.
龍
神
八
部
随
ー
逐
影
-
護
・
愛
-楽
相
-
見
、
阿
弥
陀
経
・
十
往
生
経
・
観
無
量
寿
経
・
般
舟
三
昧
経
等
見
、
若
一
分
生
二橋
ヲ
ヒ
ス
に
ノ
ニ
ハ
ノ
ハ
ヲ
ル
コ
ニ
ラ
ク
ノ
ノ
ヲ
慢
心
↓
縦
使
念
仏
不
レ
可
二
往
生
↓
別
学
者
惣
生
二敬
心
↓
若
生
一慢
心
{
得
レ
罪
無
レ
窮
故
、
須
三惣
敬
除
二行
障
↓
ノ
ヲ
可
レ
奉
レ
敬
二
日
本
国
大
小
諸
神
一事
、
ノ
ノ
ハ
シ
ニ
シ
右
我
朝
大
小
神
祗
垂
跡
和
光
御
本
意
、
偏
為
二仏
法
守
護
結
縁
利
物
也
、
尤
可
レ
奉
二崇
重
嚇
何
大
聖
権
化
奉
レ背
哉
、
但
、
雖
レ
令
二参
ハ
ノ
シ
メ
ナ
ル
ソ
カ
シ
ヲ
ニ
ハ
ヲ
セ
ン
ニ
ニ
ン
詣
↓
心
ー
中
不
レ
可
レ
有
ご
名
利
祈
請
↓
或
為
レ
護
ゴ
念
信
心
↓
或
可
レ
為
レ
奉
レ
荘
コ
厳
神
徳
↓
加
様
申
、
念
仏
往
生
期
人
強
神
明
帰
、
浄
ヲ
シ
ヲ
ネ
ヲ
昌
ハ
ス
ヒ
翼
シ
ヘ
シ
水
浴
行
詣
重
、
弊
帛
可
レ
捧
非
、
只
ー
是
誠
嫌
奉
ー
マ
テ
ナ
リ
、
但
、
依
レ
人
有
レ
品
、
云
云
、
ノ
ハ
ニ
ヲ
ク
ド
ヲ
今
生
存
命
間
、
万
事
任
二因
果
理
嚇
強
不
レ
可
レ歟
レ世
深
不
レ
可
レ恨
レ
人
事
、
ノ
テ
　な
　
ヨ　
　
　
に
　
ソ
ス
ヲ
ハ
ユ
ル
サ
ニ
リ
右
寿
命
長
短
、
果
報
浅
深
、
皆
依
二宿
業
↓
敢
莫
レ悲
レ
之
、
大
経
云
、
神
明
記
識
犯
者
不
赦
故
、
有
二貧
窮
下
賤
乞
勾
、
孤
独
聾
盲
・
瘤
癨
愚
癡
弊
悪
乃
至
有
二尊
貴
豪
富
・
高
才
明
魚
翫
二
宿
些
呈
(観
無
量
寿
経
経
云
、)
深
信
因
果
呈
釈
孟
若
作
一書
聾
即
ス
ヲ
ヲ
ス
ル
ニ
ヲ
テ
ル
カ
ビ
に
ニ
ト
テ
ヨ
感
二
苦
果
(
若
作
二
楽
因
一
即
感
一
楽
果
ハ
如
卞
似
以
レ
印
々
レ
泥
印
壊
文
成
m
已
上
、
縦
遇
一
何
事
↓
是
皆
宿
業
也
思
、
弥
可
レ
願
二
往
生
ヲ
極
楽
一
事
、
・
ヲ
.
,
.
ラ
バ
〔
儀
〕
テ
ヲ
昌
於
二
同
伴
中
(
雖
レ
有
二
不
レ
応
意
事
↓
以
二
偏
執
心
一是
非
沙
汰
不
レ
可
レ
致
レ
之
、
く
若
為
レ
自
為
ウ
他
有
ご
不
用
之
義
↓
以
二
湘
合
心
一密
可
レ
令
レ
談
事
、
但
、
敬
誠
説
破
之
事
者
除
之
、
枩
二
萎
心
行
寮
野
年
来
(蹶
遠
間
↓
喬
集
皇
壽
レ成
二親
緊
同
行
善
知
識
尤
毒
・義
而
、立
レ裁
ノ
ク
ヲ
ニ
メ
ニ
ク
ソ
カ
ノ
チ
ニ
ナ
レ
人
自
讃
毀
他
破
和
合
僧
根
元
、深
可
レ
用
コ心
之
↓
註
云
、
同
]
念
仏
無
二別
道
一故
、
遠
通
二夫
四
海
之
内
↓
皆
為
二兄
弟
↓
已
上
、
恭
リ
ス
ヘ
シ
敬
同
伴
思
之
、
深
相
保
重
、
ノ
ノ
〔廃
〕
,
ニ
ニ
ヲ
ヤ
ソ
ニ
栖
ン
安
心
次
第
、
起
行
配
立
、
対
二
他
宗
他
門
↓
向
二
道
俗
貴
賤
{
不
レ
可
レ
顕
二
其
色
↓
不
レ
可
レ
ijil�
1i其
心
↓
況
問
答
往
復
乎
、
何
況
及
二
諍
シ
ラ
バ
コ
ノ
論
一
乎
、
若
他
来
有
レ
問
、
可
レ
答
二
無
分
別
由
↓
但
、
除
二講
莚
砌
(
宜
取
・髢
所
レ憚
輿
泊
今
以
彎
可
レ停
正
其
沙
汰
甫
通
季
云
響
男
女
仏
躯
転
鵲
二此
畭
主
蔆
蔑
七
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
七
五
一
七
六
釜
趣
,
云
ヘ
リ
・
依
レ埜
是
渉
滅
仏
法
雛
齢
葬
昏
レ
憚
レ之
騒
甲
暑
修
行
起
嗔
毒
方
緩
壊
競
生
怨
、
呈
此
撰
可
レ
収
レ心
・
法
然
上
人
七
纂
黜
者
鉦
描黌
子
等
幌
二葦
修
依
レ梅
二
更
邪
義
一廻
愚
靉
仏
斜
ん
入
二邪
堅
鉤
,鬼
.
可
レ恐
々
々
・
又
諍
論
之
処
諸
煩
悩
馨
朞
遠
コ離
.ガ
言
由
飢
云
ヘ
リ
、
或
以
二
勝
息
読
海
為
レ薮
眷
風
或
塑
毅
灘
塾
饗
道
海
垂
驫
相
出遅過
失
書
利
讒
職
夢
是
人
当
・堕
地
獄
添
至
・涅
彎
互
法
苑
珠
-
林
・
法
-
聡
記
・
説
法
明
眼
論
等
意
也
、
往
生
極
楽
障
難
、
永
劫
堕
獄
根
源
也
、
尤
可
レ慎
、
尤
可
レ
恐
、
但
、
上
人
云
、
ス
ヘ
カ
ラ
ソ
ヲ
ハ
ヘ
ム
ヘ
シ
ト
ヲ
進
人
誘
、
進
云
ヘ
リ
、
能
々
可
レ
il≫�
il時
機
一也
、
ノ
ニ
一
、
入
ご
専
修
門
一
以
来
、
畢
命
為
レ
期
、
教
化
之
旨
誓
不
レ
可
二
退
転
一事
、
　マ
こ
右
仏
道
簿
以
二魏
為
レ嚢
一
難
膵
修
屯
以
一初
長
蒔
-傷
寓
二偽
三
修
隻
.通
修
↓
妙
麭
深
薩
蔵
轟
.斑
蟄
、愚
聾
髓
上
人
魚
二誕
応
表
今
麝
離
戀
》
愚
眠
悲
喜
交
海
瀞
甲
慶
仰
瞬
募
行
者
一.ん
二此
聾
賞
レ争
退
転
↓
故
鴟
犁
龕
如
上
念
箱
纏
畢
無
レ期
養
+
即
+
禦
百
即
百
朱
春
飢
三捨
レ彦
二雑
茅
巻
"
瑤
緊
得
三
ノ
ニ
ヲ
ノ
ノ
ニ
ス
ヲ
ニ
↓
千
時
希
得
二
五
111
i
已
上
、
又
云
、
一
切
往
生
人
等
、
行
住
座
臥
必
須
下
励
レ
心
剋
レ
己
昼
夜
莫
レ
廃
畢
命
為
う
期
、
已
上
、
又
云
、
ヲ
ヲ
唯
信
二
仏
語
一
不
レ
顧
二
身
命
嚇
云
云
、
ス
ヲ
ノ
モ
以
前
九
箇
条
甄
録
如
レ
斯
、
同
行
衆
各
以
二連
署
↓
若
此
条
目
中
一
事
至
令
二違
背
一者
、
蒙
二釈
迦
・
弥
陀
.
恒
沙
諸
仏
.
観
音
勢
至
.
ノ
ヲ
ニ
バ
ク
ヲ
ユ
ハ
ト
テ
ハ
普
賢
・
文
殊
極
楽
界
会
清
浄
大
海
衆
兼
仏
法
護
持
諸
天
善
神
等
御
罸
嚇
今
生
永
失
二果
報
↓
未
来
成
三
二
塗
沈
倫
身
一而
已
、
仍
誓
罸
之
状
、
如
件
、
于
時
天
文
十
三
年
ご
月
廿
六
日
-
(縁
誉
)
西
方
行
者
称
念
其
以
後
、
又
七
ヶ
条
・
十
一
ヶ
条
・
六
ヶ
条
之
条
目
を
持
参
、
其
文
言
左
二
記
ス
、
七
ヶ
条
之
条
目
定
一
、
不
慵
望
世
間
名
利
、
偏
可
専
出
離
要
法
事
、
一
、
於
当
舎
居
住
之
仁
可
被
除
交
衆
、
但
、
仏
殿
勤
行
可
依
意
楽
、
一
、
酒
井
五
辛
、
不
可
入
之
、
住
居
輩
者
、
於
他
所
不
可
受
用
也
、
一
、
於
当
室
令
行
婬
事
、
堅
制
之
者
也
、
一
、
歌
舞
井
高
声
・
尺
八
等
制
之
、
〔
可
脱
力
〕
〔但
脱
力
〕
穴
昼
寝
不
致
之
一
除
自
然
病
患
之
時
、
ノ
一
、
縦
使
自
雖
レ有
二
道
理
噛
対
他
不
レ
可
二
口
論
一事
、
右
所
定
如
件
、
天
文
拾
八
己
酉
年
首
夏
如
意
日
十
一
ケ
条
別
時
道
場
法
度
之
事
一
、
向
西
知
合
掌
事
、
一
、
可
住
見
仏
之
念
事
、
一
、
道
場
内
念
珠
不
持
之
事
(
一
、
随
分
掛
心
道
場
内
不
可
睡
事
、
一
、
於
道
場
称
名
外
無
言
事
、
一
、
他
人
睡
荒
不
可
起
事
、
一
ハ
法
談
間
少
不
可
睡
事
、
、
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
七
七
一
七
八
一
(
悪
事
思
惟
不
可
有
之
事
、
一
、
道
場
出
入
緩
急
不
可
有
之
事
、
一
、
喰
事
飽
満
不
可
有
之
事
、
一
、
別
時
内
道
場
外
、
悪
事
雑
談
不
可
有
之
事
、
右
条
く
堅
可
守
此
旨
者
也
、
六
ケ
条
禁
制
一
、
諠
詫
・
口
論
事
、
一
、
高
声
雑
談
事
、
一
、
無
念
火
用
事
、
一
、
俗
・
出
昼
夜
破
威
儀
事
、
一
、
遊
山
井
長
座
事
、
一
、
隠
密
談
合
事
、
余
律
令
如
常
、
其
以
彎
需
某
鞴
撃
方
丈
爨
上
人
饕゚
上
人
被
差
出
候
香
之
写
善
故
・
了
伝
持
参
茎
一茹
ξ
止
悪
修
善
一
・
従
前
羨
仰
出
御
公
儀
諸
養
井
仏
家
之
法
式
・灘
夫
之
遺
誠
急
度
霜
守
険
名
聞
利
葺
劣
働
堅
停
止
之
事
一
、
勤
行
・
法
事
叮
嚀
相
勤
、
并
仏
閣
已
下
等
掃
除
、
油
断
有
間
敷
事
、
一
・
専
宣
宗
之
風
蟻
不
可
混
他
宗
之
影
゜
異
恥
尤
鏨
・
新
法
煮
如
禦
目
急
度
可
被
相
守
事
一
、
寺
院
住
職
不
届
之
僧
拜
於
不
律
儀
者
、
早
速
従
近
所
門
下
加
諌
言
、
於
無
承
引
者
、
本
山
役
者
迄
可
被
致
内
通
、
若
従
他
所
其
聞
於
有
之
者
、
当
人
共
同
罪
可
申
付
事
、
一
、
道
心
者
井
在
俗
五
重
相
承
堅
停
止
事
、
御
条
目
次
先
祖
代
く
毎
度
雖
被
仰
付
、
近
年
別
而
放
埒
之
由
有
其
聞
、
弥
以
入
念
急
度
可
被
相
守
、
若
於
無
拠
仁
者
、
五
十
以
後
之
者
、
能
く
其
心
分
見
届
可
有
許
容
、
但
、
同
行
不
可
過
弐
人
之
事
、
〔
僉
〕
一
、
如
先
例
、
二
十
年
未
満
之
僧
、
大
寺
不
可
致
住
職
、
縦
令
雖
為
小
寺
、
由
緒
有
之
寺
院
ハ
、
瞼
議
之
上
二
而
住
職
可
申
付
、
并
兼
日
無
其
沙
汰
僧
、
俄
及
死
期
名
弟
子
、
不
可
致
寺
院
附
嘱
之
訴
訟
事
、
〔
故
〕
一
、
住
持
訴
訟
之
事
、
其
僧
寺
持
歟
所
化
歟
何
方
二
而
も
、
無
恙
仁
能
く
世
・
出
共
二
可
遂
吟
味
、
縦
以
檀
方
縁
怙
雖
頼
之
、
無
作
と
訴
訟
申
来
間
敷
事
、
若
其
僧
不
届
儀
於
横
聞
者
、
急
度
重
科
可
申
付
事
、
一
、
諸
寺
家
寮
舎
於
不
届
僧
者
、
住
持
急
度
仕
置
可
申
付
、
且
亦
住
持
於
不
届
者
、
寺
僧
方
汐
可
加
諌
言
、
何
も
於
無
承
引
僧
者
、
断
近
(知
恩
院
)
所
門
下
江
、
其
上
二
而
本
山
江
可
申
来
事
、
一
、
諸
浪
人
并
胡
乱
成
者
不
可
抱
置
、
若
於
無
拠
仁
者
、
本
山
役
者
并
近
所
門
中
江
可
致
其
届
、
附
、
小
者
已
下
等
迄
博
奕
堅
可
申
付
事
、
右
之
条
く
、
若
違
背
之
輩
於
有
之
者
、
縦
雖
為
名
家
之
一
族
、
可
処
重
科
之
条
、
如
件
、
岩
天
和
三
癸
亥
秋
清
文
日
(知
恩
院
)
本
山
方
丈(感
栄
)
直
誉
御
判
閉
塞
諸
悪
道
頌
云
、通
達
善
趣
門
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
七
九
一
八
〇
(孤
雲
)
専
誉
上
人
条
目
定
一
、
惣
守
諸
悪
、
莫
作
衆
善
奉
行
之
教
誠
、
別
念
難
遂
往
生
機
之
、
重
益
如
法
可
被
相
守
之
事
、
一
、
対
在
家
之
人
、
猥
不
可
五
重
相
伝
、
若
於
五
十
歳
已
後
深
信
者
、
可
有
少
女
許
容
事
、
但
、
除
他
寺
之
檀
那
及
多
衆
、
一
、
於
平
僧
井
長
老
之
中
、
若
不
顧
宗
旨
之
作
法
、
放
逸
無
慙
之
族
有
之
者
、
或
寺
中
或
組
中
、
為
其
中
間
と
兼
日
可
加
異
見
、
若
不
承
(知
恩
院
)
用
者
、
早
速
可
被
遂
本
山
江
其
断
事
、
附
、
小
僧
・
同
宿
道
心
者
、
放
埒
無
之
様
二
急
度
可
被
申
付
、
若
無
作
法
之
儀
有
之
者
、
可
為
師
匠
院
主
無
念
、
一
、
仏
閣
建
立
・
修
覆
等
儀
、
応
其
寺
之
分
際
、
不
及
後
代
之
難
儀
様
可
令
経
営
、
若
不
加
相
応
之
修
覆
於
在
住
者
、
可
為
越
度
事
、
一
、
私
用
勿
論
縦
雖
建
立
之
儀
、
不
可
附
置
寺
院
江
借
金
、
若
於
法
度
以
前
之
借
金
有
之
者
、
当
人
住
職
之
中
可
償
事
、
一
、
密
以
金
銀
不
可
契
約
後
住
之
、
若
於
違
背
者
、
露
顕
次
第
先
住
・
後
住
共
急
度
可
申
付
事
、
一
、
就
住
持
替
、
縦
雖
直
弟
年
序
、
不
相
応
者
住
持
之
儀
不
申
付
之
問
、
寺
僧
并
諸
旦
那
不
可
理
不
尽
之
訴
訟
事
、
一
、
附
来
祠
堂
銀
者
、
為
常
住
物
之
間
不
可
聊
爾
、
若
無
拠
入
用
有
之
者
、
住
持
・
寺
僧
井
頭
檀
那
中
、
吟
味
之
上
組
中
江
窺
之
、
於
許
容
者
、
右
之
面
く
急
度
可
相
済
之
、
被
致
手
形
連
判
、
組
中
江
可
被
相
渡
之
事
、
但
、
組
中
及
寺
僧
無
之
寺
院
・
草
菴
者
本
山
江
可
窺
之
、
〔為
脱
〕
一
、
寺
中
之
僧
徒
、
可
随
諸
事
方
丈
之
下
知
、
於
違
背
者
可
曲
事
、
附
、
住
持
若
於
非
分
之
下
知
者
、
其
寺
之
組
中
迄
可
届
之
、
右
之
条
く
急
度
可
被
相
守
之
者
也
、
元
禄
三
庚
午
年
二
月
日
知
恩
院(孤
雲
)
専
誉
(孤
雲
)
同
専
誉
上
人
条
目
申
渡
条
く
一
、
為
出
家
者
、
寺
外
江
出
時
者
、
如
法
可
着
袈
裟
・
衣
事
、
附
、
不
可
混
他
宗
之
衣
躰
、
〔
儀
〕
一
、
惣
芝
居
等
之
見
物
、
其
外
場
所
悪
鋪
所
江
出
、
遊
山
之
義
可
慎
之
事
、
一
、
従
暮
六
過
不
可
出
門
外
江
、
若
無
拠
用
儀
有
之
者
、
木
札
を
以
可
出
入
事
、
(元
禄
三
年
力
)
午
七
月(白
誉
秀
道
)
右
之
諸
条
目
、
方
丈
一
覧
被
成
候
得
共
、
此
度
書
出
候
品
者
、
一
ヶ
条
も
不
相
見
候
、
従
其
方
書
写
差
出
候
九
ヶ
条
之
中
二
、
抛
二諸
モ
雑
行
↓
可
レ成
一二
向
専
修
之
身
一事
ト
被
制
置
候
得
共
、
読
誦
等
之
正
行
を
可
抛
ト
者
無
之
候
、
一
向
専
修
之
行
人
、
可
レ兼
コ修
助
・
正
一旨
ハ
、
銘
心
抄
上
巻
相
見
へ
候
、
其
方
共
門
中
江
新
書
出
候
条
目
ト
ハ
相
違
之
事
候
、
然
共
為
念
二
候
問
、
右
諸
条
目
之
外
二
、
証
拠
二
可
成
古
来
之
書
物
有
之
候
者
、
尋
出
持
参
可
仕
旨
被
仰
付
候
、
其
後
も
証
拠
二
成
候
書
記
タ
ル
物
ハ
無
之
哉
と
、
度
く
尋
候
得
者
、
様
く
吟
味
仕
候
得
共
無
御
座
由
申
之
、
左
候
ハ
・
、
右
之
外
証
拠
可
成
物
無
之
旨
、
口
上
書
仕
可
差
出
由
申
渡
候
へ
共
、
致
難
渋
不
差
出
候
、
(元
禄
十
六
年
九
月
)
一
、
同
八
日
、
右
之
三
僧
、
為
節
供
之
祝
儀
参
上
、
方
丈
御
対
面
被
仰
候
ハ
、
法
中
之
諍
論
不
組
合
事
候
、
殊
一
心
院
ハ
捨
世
寺
、
其
上
(縁
誉
)
モ
司
称
念
制
誠
ニ
モ
相
論
不
可
致
之
旨
、
堅
被
制
置
候
、
何
事
門
中
と
和
融
之
上
二
而
、
相
談
を
以
作
法
も
被
相
定
、
可
然
之
旨
被
仰
渡
候
得
共
、
無
返
答
退
出
、
(知
恩
院
)
一
、
一
心
院
京
門
中
之
外
、
洛
外
拜
田
舎
之
諸
末
寺
・
檀
那
共
相
加
り
、
大
勢
致
出
京
、
寺
内
之
三
役
・
門
中
之
六
役
江
相
廻
り
訴
候
事
、
(九
月
)
弥
以
騒
動
ヶ
間
敷
候
二
付
、
同
十
二
日
、
三
僧
方
丈
江
呼
寄
、
役
者
を
以
被
仰
聞
候
ハ
、
此
度
其
末
寺
江
被
申
渡
候
儀
、
先
其
分
二
(知
恩
院
)
可
被
差
置
候
、
追
而
御
了
簡
被
成
可
被
仰
付
候
、
従
本
山
御
押
へ
被
置
候
通
、
従
其
方
末
山
中
江
可
被
申
渡
候
、
左
候
ハ
・
、
最
前
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
八
一
一
八
二
被
出
置
候
条
目
、
末
山
汐
戻
シ
申
候
ハ
・
請
取
置
、
重
而
之
御
吟
味
を
可
被
相
伝
旨
申
渡
候
へ
者
、
三
僧
共
承
知
仕
候
由
二
而
退
出
、
即
刻
善
故
・
了
伝
立
帰
候
而
申
候
ハ
、
被
仰
付
奉
畏
候
、
乍
然
右
之
条
目
ハ
、
末
山
二
差
置
、
重
而
御
了
簡
被
成
被
下
候
様
二
、
仕
(白
誉
秀
道
)
度
之
旨
願
候
二
付
、
遂
披
露
候
得
者
、
方
丈
被
仰
候
ハ
、
此
方
之
下
知
相
背
、
従
当
分
法
度
二
立
置
度
と
申
儀
歟
、
其
段
ハ
大
切
二
候
間
、
能
く
分
別
可
仕
之
旨
、
為
申
聞
候
得
者
、
罷
帰
り
分
別
可
仕
旨
申
之
退
出
、
(九
月
)
一
、
同
十
四
目
、
了
伝
参
上
、
最
前
差
出
候
条
目
、
此
方
へ
請
取
置
候
旨
申
之
、
依
之
、
一
昨
十
二
日
為
申
聞
候
通
、
弥
得
其
意
候
哉
と
、
再
篇
為
申
聞
候
得
者
、
罷
帰
善
故
二
も
可
申
聞
旨
二
而
退
出
、
一
、
同
十
六
日
、
善
故
・
了
伝
参
上
、
先
日
被
仰
渡
候
通
、
此
度
末
山
中
江
条
目
出
候
儀
、
先
其
分
二
可
仕
候
、
追
而
御
了
簡
被
成
候
而
、
可
被
仰
聞
之
由
承
知
仕
奉
畏
候
、
其
段
門
中
江
可
申
達
之
旨
申
之
、
住
持
ハ
持
病
差
発
候
故
、
令
不
参
之
由
断
、
一
、
同
十
七
日
、
一
心
院
末
寺
之
一
臈
聖
光
寺
江
手
紙
遣
召
寄
、
六
七
人
同
道
二
而
登
山
役
者
対
談
、
昨
日
一
心
院
衆
中
江
申
渡
置
候
事
有
之
候
間
、
一
心
院
江
参
委
細
可
被
致
承
知
旨
申
渡
候
、
各
奉
得
其
意
之
旨
二
而
退
出
、
(九
月
)
(五
条
下
寺
町
)
(近
江
国
大
津
追
分
)
(下
嵯
峨
川
端
)
(知
恩
院
)
〔儀
)
一
、
同
廿
日
、
一
心
院
末
寺
竹
林
院
・
摂
取
院
・
正
定
院
入
来
、
去
ル
十
八
日
、
於
一
心
院
被
申
渡
候
ハ
、
於
本
山
被
仰
候
ハ
此
度
之
義
先
其
通
二
可
仕
候
、
重
而
御
了
簡
被
成
可
被
仰
聞
之
由
二
候
と
被
申
候
付
而
、
従
末
寺
相
尋
候
ハ
、
重
而
之
御
了
簡
迄
、
勤
方
如
何
可
仕
候
哉
と
申
入
候
ヘ
ハ
、
重
而
御
了
簡
迄
ハ
、
此
度
書
出
シ
候
条
目
之
通
、
被
相
勤
候
様
二
と
申
付
迷
惑
仕
候
、
此
段
御
丈
室
江
も
遂
披
露
申
渡
之
由
二
而
、
役
者
共
宅
江
廻
り
退
出
、
一
、
同
廿
二
日
、
一
心
院
末
寺
役
者
方
迄
参
為
申
聞
候
ハ
、
此
度
書
出
候
条
目
之
通
可
相
勤
旨
、
善
故
・
了
伝
末
山
中
江
申
渡
二
付
而
、
(京
極
綾
小
路
)
聖
光
寺
一
昨
日
寺
を
立
退
候
旨
告
来
候
間
、
御
届
申
上
候
由
二
而
退
出
、
(六
角
大
宮
)
(勘
解
由
小
路
)
一
、
同
廿
三
日
、
六
役
之
中
如
来
寺
・
勝
巌
院
登
山
、
此
間
一
心
院
門
中
為
惣
代
三
四
人
宛
井
旦
那
相
加
り
、
銘
く
共
方
江
も
度
ζ
訴
来
(善
故
・了
伝
)
候
由
演
述
、
依
之
、
従
最
初
之
段
く
両
人
江
咄
申
候
得
ハ
、
先
ζ
騒
動
為
御
鎮
御
押
被
成
候
段
御
尤
存
候
、
此
上
我
く
も
加
異
見
可
(白
誉
秀
道
)
申
由
二
而
、
直
二
一
心
院
江
被
参
、
先
日
両
度
二
及
方
丈
拜
役
者
迄
御
請
被
申
、
慥
二
領
掌
之
儀
、
只
今
二
至
り
変
改
之
段
、
道
心
者
二
不
似
合
事
二
候
、
何
も
異
見
二
随
、
先
相
延
シ
置
、
重
而
之
御
吟
味
を
可
被
相
伝
之
旨
、
連
而
異
見
被
致
候
得
共
、
道
心
者
共
依
用
不
仕
候
事
、
(勘
解
由
小
路
)
(京
極
四
条
)
(善
故
・了
伝
)
(京
極
綾
小
路
)
(六
角
大
宮
)
(京
師
)
一
心
院
道
心
者
両
人
招
之
被
申
候
ハ
、
頃
日
一
臈
聖
光
寺
も
退
寺
、
一
、
同
十
四
日
、
善
導
寺
・
如
来
寺
・
勝
巌
院
・
大
雲
院
同
座
二
而
、
門
下
騒
動
之
儀
二
候
、
方
丈
被
仰
出
候
御
異
見
之
通
致
承
引
、
先
諸
末
寺
之
騒
動
を
相
鎮
、
重
而
御
吟
味
之
上
二
而
、
作
法
被
相
定
可
被
下
之
旨
被
願
、
可
然
候
と
様
く
被
致
異
見
候
得
共
、
承
引
不
仕
候
、
一
・
(惚
嬖
酵
(讙
謎
゜
蠢
釀
ギ
内
之
役
者
三
人
列
座
二
頑
善
故
・
了
伝
招
之
申
渡
候
ハ
、
先
日
両
度
迄
慥
承
引
之
段
御
請
申
上
、
去
ル
十
八
日
門
中
江
対
シ
致
変
改
候
事
、
不
届
之
由
申
渡
候
ヘ
ハ
、
彼
者
共
返
答
、
我
く
土
ハ被
仰
出
候
通
、
重
而
御
吟
味
迄
延
引
之
〔
儀
〕
段
申
渡
候
処
、
従
末
山
中
勤
方
之
義
相
尋
候
故
、
此
度
書
出
候
条
目
之
通
古
法
候
間
、
其
通
可
被
相
勤
候
由
申
渡
候
、
彼
方
♂
尋
申
候
故
、
右
之
通
申
渡
候
と
、
我
儘
之
致
返
答
退
出
、
三
心
院
末
寺
籬
寺
慈
鸚
耀
(灘
誕
串
一
心
院
奪
入
院
之
瑚
如
古
法
可
錫
之
旨
被
致
手
形
之
申
其
古
法
と
申
候
ハ
、
如
何
様
之
事
候
哉
、
書
付
可
致
持
参
之
旨
申
渡
候
ヘ
ハ
、
其
以
後
書
付
持
参
文
言
、
如
左
、
一
心
院
諸
末
山
入
院
之
砌
、
三
ヶ
条
之
手
形
被
申
付
候
内
二
、
一
心
院
之
作
法
、
如
古
法
可
相
守
旨
、
手
形
仕
候
儀
ハ
、
如
何
様
之
儀
二
而
候
哉
と
、
就
御
尋
申
上
候
、
右
之
三
ヶ
条
被
申
付
候
事
ハ
、
寛
永
八
年
本
末
争
論
有
之
付
而
、
自
今
以
後
本
末
無
紛
た
め
二
仕
、
来
ル
証
文
二
而
御
座
候
、
全
以
此
度
被
書
出
候
法
式
之
儀
二
而
者
無
御
座
候
、
末
山
相
守
候
作
法
之
趣
ハ
、
ロ　
ロ
、
入
院
以
後
内
陳
入
井
説
法
、
附
、
祝
儀
振
舞
之
事
、
、
京
門
中
毎
年
従
大
晦
日
登
山
仕
、
述
歳
暮
之
祝
儀
、
直
二
一
心
院
二
宿
仕
、
翌
朝
年
始
之
礼
相
勤
、
其
節
門
中
同
席
二
而
、
対
衆
中
(知
恩
院
)
門
中
銘
く
二
十
念
授
与
之
、
其
以
後
一
心
院
住
持
同
道
二
而
、
御
本
山
江
御
礼
二
罷
出
候
御
事
、
一
、
一
心
院
無
住
之
内
ハ
、
門
中
汐
輪
番
二
而
住
持
役
相
勤
候
事
、
一
、
一
心
院
住
持
替
之
節
者
、
門
中
衆
中
談
合
之
上
二
而
、
住
持
見
立
御
本
山
江
願
候
御
事
、
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
八
三
一
八
四
一
、
一
心
院
門
下
二
悪
僧
有
之
、
可
及
曲
事
儀
候
得
者
、
本
末
立
合
評
議
之
上
相
究
候
事
、
一
(
一
心
院
門
下
之
長
老
、
他
流
之
寺
二
而
説
法
不
仕
、
勿
論
於
自
寺
他
流
之
僧
二
説
法
不
致
候
御
事
、
一
、
一
心
院
ハ
古
来
汐
門
中
衆
中
相
持
二
而
、
何
事
も
双
方
立
合
、
相
談
之
上
諸
事
議
定
仕
候
御
事
、
右
之
通
二
御
座
候
、
(一兀禄
十
亠ハ年
)
(縁
皿曾
)
当
五
月
一
心
院
♂
被
差
出
候
五
ヶ
条
之
法
度
書
之
内
、
第
三
已
下
之
ケ
条
二
、
七
種
之
品
く
被
書
出
候
儀
、
開
山
称
念
上
人
之
御
条
目
七
ヶ
条
一
九
ヶ
条
・
十
一
ヶ
条
、
毎
度
御
公
儀
井
御
本
山
御
代
く
之
御
条
目
之
内
二
、
右
之
趣
一
件
も
見
え
不
申
候
、
此
度
被
停
止
之
二
付
、
諸
末
山
難
立
迷
惑
仕
候
、
已
上
、
一兀
禄
十
六
癸
未
十
月
十
H八
日
田
井
専
念
寺
覚
誉
印
京
千
本
称
念
寺
唱
誉
印
(京
極
高
辻
)
下
京
乗
願
寺
真
誉
印
(千
本
)
上
京
称
福
寺
自
誉
印
(京
極
中
之
町
)
下
京
透
玄
寺
光
誉
印
,
紫
竹
招
善
寺
廓
誉
印
(川
端
)
下
嵯
峨
正
定
院
軟
誉
印
下
京
竹
林
院
斎
誉
印
(五
条
下
寺
町
)
古
原
静
林
庵
一
誉
印
下
津
谷
迎
接
寺
誓
誉
印
(柳
原
)
上
京
西
福
寺
梵
誉
印
北
嵯
峨
称
念
寺
成
誉
印
(下
桂
)
桂
極
楽
寺
浄
誉
印
(追
分
)
大
津
接
取
院
静
誉
印
(東
七
条
)
下
京
正
行
院
誓
誉
印
病
気
不
響
仏
寺
ロ　
ロ
檀
用
故
紳
釧
宗
蓮
寺
　
　
　
　
遠
方
故
楠
響
弥
陀
寺
遠
方
檠
蓼
躰
寺
ユ
　
　
　
ぴ
　
　
鮃
蟹
光
寺
　バ
ぷ
　
　
　
　
　
大
病
故
谿
恵
福
寺
其
後
、
又
右
門
中
♂
書
付
差
上
ル
文
言
左
二
記
ス
、
追
而
申
上
候
覚
(天
室
)
永
禄
十
三
年
庚
午
三
月
十
九
日
、
一
心
院
登
誉
代
之
書
出
、
門
中
二
所
持
仕
候
、
則
書
写
シ
差
上
申
候
、
定
一
、
敬
上
慈
下
之
事
、
(
一心
院
)
〔儀
)
一
、
於
当
流
義
非
知
識
之
輩
、
不
可
勧
化
事
、
一
、
渡
世
為
旨
無
実
心
之
族
、
雖
望
入
斯
門
、
堅
不
可
引
入
事
、
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
八
五
一
八
六
一
、
背
師
命
之
輩
、
於
門
中
不
可
許
容
事
、
一
、
初
発
心
之
族
者
、
三
ヶ
年
之
問
可
勤
沙
弥
、
其
内
不
可
着
裳
衣
、
堅
相
過
千
日
可
免
許
袈
裟
事
、
(
一
心
院
)
附
、
於
着
袈
裟
・
衣
者
、
縦
雖
遠
国
之
輩
、
於
当
流
之
影
前
可
改
之
、
〔戒
臈
〕
一
、
座
牌
可
為
階
老
次
第
事
、
(
一
心
院
)
一
、
号
別
時
執
行
自
他
寺
招
結
衆
之
時
、
非
当
門
流
者
不
可
交
其
席
事
、
一
、
以
実
心
不
帰
此
門
下
之
輩
者
、
不
可
入
別
時
之
結
衆
事
、
〔
箇
力
冒
一
、
於
殺
・
盗
・
婬
三
罪
之
輩
者
、
永
可
擯
出
之
、
若
至
余
罪
者
、
随
軽
重
、
或
三
箇
年
、
或
一
回
或
百
日
勤
仕
、
沙
弥
者
可
免
許
事
、
一
、
於
当
門
中
本
寺
・
末
寺
住
居
之
輩
者
、
各
対
師
長
無
請
暇
而
、
恣
不
可
流
行
事
、
(
一心
院
)
一
、
於
門
下
居
住
之
輩
者
、
当
院
之
名
帳
可
注
置
交
名
事
、
右
条
く
、
以
衆
議
定
之
了
、
(天
室
)
永
禄
十
三
庚
午
年
三
月
十
九
日
登
誉
在
判
(縁
誉
)
称
念
上
人
之
定
別
時
念
仏
法
度
之
事
一
、
入
道
場
之
時
、
塗
香
・
叉
手
井
禁
足
可
有
之
事
、
一
、
見
仏
要
期
、
住
余
念
不
雑
心
可
為
無
間
事
、
〔陣
)
〔陣
∪
一
、
外
陳
・
内
陳
互
雑
語
・
用
所
不
可
弁
事
、
一
、
入
道
場
列
座
衆
、
無
言
可
為
如
法
念
仏
事
、
一
、
当
番
衆
、
後
番
之
着
座
次
第
可
替
事
、
一
、
縦
使
自
雖
有
道
理
、
対
他
不
可
口
論
事
、
一
、
食
時
会
合
不
可
違
時
之
事
、
(然
阿
良
忠
)
三
代
上
人
御
相
伝
云
、
於
所
者
清
浄
道
場
於
身
者
沐
浴
清
浄
於
衣
裳
者
清
浄
服
於
威
儀
常
立
常
座
於
食
一
食
長
斎
、
不
可
食
酒
・
肉
・
五
辛
之
不
浄
也
、
右
、
且
為
報
仏
恩
、
且
自
身
為
往
生
、
堅
可
守
此
旨
也
、
具
在
前
、
于
時
天
文
二
十
年
二
月
時
正
天
右
従
一
心
院
二
通
之
書
出
も
、
門
中
従
来
所
持
仕
、
罷
在
候
ケ
様
之
書
出
之
中
二
も
、
此
度
停
止
之
鉦
・
鉢
・
沓
・
帽
子
・
長
念
数
・
(天
室
)
諷
誦
・
読
経
等
之
儀
、
一
事
も
相
見
不
申
候
、
永
禄
十
三
年
登
誉
上
人
ケ
条
之
趣
を
以
、
唯
今
迄
於
一
心
院
之
勤
方
二
而
御
座
候
、
此
〔到
〕
度
末
山
江
停
止
之
品
く
二
而
者
、
寺
役
之
儀
、
諸
寺
之
旦
那
者
不
致
同
心
、
着
当
難
儀
仕
候
問
、
御
了
簡
被
成
下
候
者
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
、
(千
本
)
元
禄
十
六
年
未
十
一
月
五
日
称
念
寺
唱
誉
印
(京
極
高
辻
)
乗
願
寺
真
誉
印
(千
本
)
称
福
寺
自
誉
印
(京
極
中
之
町
)
透
玄
寺
光
誉
印
(五
条
下
寺
町
)
竹
林
院
斎
誉
印
惣
門
中
知
恩
院
御
役
者
中
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
八
七
】
八
八
(一兀
組低
十
六
年
)
一
、
十
月
十
九
日
、
一
心
院
住
持
并
善
故
・
了
伝
其
外
衆
中
江
、
彼
門
中
双
方
共
二
呼
出
、
六
役
・
三
役
列
座
二
而
以
書
付
申
渡
覚
、
去
五
月
、
従
一
心
院
五
ヶ
条
之
法
度
書
、
末
山
へ
差
出
之
第
三
以
下
之
ケ
条
二
付
而
、
永
く
本
末
及
相
論
、
依
之
、
被
仰
渡
覚
、
一
、
去
比
従
一
心
院
末
山
江
新
二
条
目
就
被
差
出
、
京
夷
之
諸
末
山
井
諸
寺
之
旦
方
迄
及
騒
動
、
条
目
之
通
二
而
ハ
末
山
難
立
之
旨
、
一
心
院
江
訴
之
事
、
雖
及
多
日
一
向
許
容
無
之
、
難
儀
仕
之
旨
、
去
八
月
末
♂
役
者
迄
訴
来
事
及
度
く
、
依
之
、
九
月
五
日
一
心
院
井
善
故
道
心
・
了
伝
道
心
被
召
寄
、
様
子
御
尋
之
処
、
住
持
被
申
候
者
、
愚
僧
ハ
曽
而
不
存
事
二
候
、
弐
人
之
道
心
者
二
御
尋
可
被
成
と
之
返
答
也
、
善
故
・
了
伝
ハ
一
心
院
之
古
法
之
由
申
之
、
両
人
之
返
答
二
付
而
、
重
く
雖
被
加
御
吟
味
、
分
明
之
無
会
通
、
同
八
日
彼
三
僧
参
上
之
節
、
穏
便
二
沙
汰
仕
可
然
之
旨
、
雖
被
仰
含
得
心
無
之
永
く
相
論
之
、
因
茲
、
先
以
騒
動
を
為
可
被
鎮
、
九
月
十
(知
恩
院
)
二
日
、
彼
三
僧
被
召
寄
、
此
度
之
儀
者
重
而
可
有
御
了
簡
候
之
間
、
先
其
分
二
可
被
閣
候
、
従
本
山
被
押
置
之
旨
、
其
末
山
中
江
も
可
被
相
通
候
、
左
候
ハ
・
、
右
之
条
目
ハ
其
方
江
返
シ
可
申
之
間
、
請
取
置
重
而
之
御
吟
味
迄
可
相
待
之
旨
、
役
者
中
を
以
被
仰
渡
候
処
二
、
三
僧
共
奉
畏
之
由
、
慥
返
答
仕
令
退
出
畢
、
(九
月
十
二
日
)
(白
誉
秀
道
)
一
、
同
日
善
故
・
了
伝
致
参
上
差
出
候
条
目
ハ
、
其
儘
末
山
二
被
差
置
、
重
而
御
衿
味
可
被
下
旨
願
之
、
方
丈
被
仰
候
ハ
、
此
方
之
下
知
二
相
背
、
其
儘
末
山
二
差
置
度
と
之
願
ハ
、
従
当
分
定
法
二
立
度
と
の
儀
歟
、
其
段
ハ
大
切
二
候
間
、
分
別
仕
可
申
出
旨
被
仰
渡
候
へ
者
、
罷
帰
分
別
可
仕
と
申
退
出
、
同
十
四
日
了
伝
致
参
上
申
候
者
、
差
出
候
条
目
最
早
此
方
江
請
取
置
候
由
申
之
、
依
之
、
重
而
役
者
中
を
以
最
前
被
仰
出
候
通
、
弥
得
其
意
候
哉
と
御
尋
候
処
二
、
同
十
六
日
善
故
・
了
伝
致
参
上
、
弥
畏
入
奉
存
之
旨
、
役
者
迄
返
答
、
依
之
、
同
十
七
日
右
之
趣
彼
末
山
中
江
も
、
役
者
を
以
被
仰
渡
候
へ
者
、
奉
得
其
意
候
由
返
答
、
其
後
一
心
院
も
善
故
ヲ
召
連
、
役
者
中
江
相
廻
り
被
述
謝
礼
畢
、
(九
月
)
一
、
右
之
通
双
方
共
二
無
異
儀
相
鎮
候
処
、
同
十
八
日
善
故
・
了
伝
此
度
書
出
候
条
目
之
通
可
被
相
守
之
旨
、
末
山
江
申
渡
候
由
、
依
之
、
又
候
哉
、
諸
末
山
檀
方
迄
致
騒
動
、
且
亦
彼
門
中
之
一
臈
聖
光
寺
ハ
、
寺
ヲ
立
退
之
由
、
門
中
之
六
役
.
山
内
之
役
者
迄
訴
来
事
及
度
く
、
此
則
道
心
者
二
不
似
合
、
表
裏
相
違
之
二
言
故
也
、
甚
以
不
届
之
至
、
急
度
私
曲
二
可
被
仰
付
候
へ
共
、
永
く
之
騒
動
為
可
魑
有
御
鎮
う
宥
恕
被
成
被
差
置
者
也
、
右
両
度
領
掌
之
上
ハ
、
変
改
罷
成
間
敷
事
候
間
、
前
く
之
通
其
分
二
差
置
、
騒
動
ヲ
鎮
、
聖
光
寺
ヲ
も
帰
寺
可
被
申
渡
候
、
強
而
難
捨
置
候
ハ
・
、
双
方
共
二
重
而
道
理
証
拠
分
明
可
被
申
立
候
、
御
吟
味
之
上
可
有
右
左
御
沙
汰
候
、
末
山
中
ハ
諸
旦
那
を
申
宥
、
騒
動
を
相
止
、
聖
光
寺
も
被
致
帰
寺
、
本
末
和
合
候
と
、
影
前
恒
例
之
報
謝
之
勤
、
不
可
有
怠
慢
(白
誉
秀
道
)
者
也
、
右
従
御
丈
室
被
仰
出
之
趣
、
門
中
之
六
役
・
本
山
之
三
役
者
奉
之
、
双
方
江
申
渡
畢
、
(一兀
禄
十
六
年
)
未
十
月
十
九
日
一
右
書
付
を
以
、
双
方
江
申
渡
候
処
二
」
、末
山
中
者
無
異
儀
奉
畏
之
旨
返
答
、
一
心
院
井
道
心
者
共
不
得
其
意
、
其
座
を
立
破
候
故
押
置
、
別
而
一
通
之
書
付
を
以
申
渡
文
言
如
左
、
別
而
一
心
院
江
申
渡
覚
(一兀
禄
十
六
年
)
一
去
九
月
五
日
、
一
心
院
住
持
井
善
故
道
心
.
了
伝
道
心
召
寄
、
此
度
従
其
方
書
出
候
条
目
者
、
和
漢
両
朝
之
祖
師
諸
聖
教
之
中
二
被
立
置
、
浄
土
一
宗
之
宗
義
井
諸
大
祖
師
之
御
行
義
二
令
相
違
、
有
何
之
拠
如
斯
書
出
候
哉
と
相
尋
候
ヘ
ハ
、
古
法
之
由
申
之
而
、
諸
末
寺
之
手
形
帳
丼
寛
文
三
年
淀
念
仏
寺
本
末
出
入
之
御
裁
許
状
を
差
出
候
へ
共
此
度
書
出
候
儀
考
嘉
も
不
相
見
依
之
(醸
夥
制
置
書
物
有
之
候
哉
と
相
尋
候
ヘ
ハ
、
少
も
無
之
旨
相
答
、
雖
然
、
為
念
前
来
之
法
度
書
有
之
候
ハ
・
、
可
差
出
と
申
渡
候
へ
者
、
九
ヶ
(感
栄
)
(孤
雲
)
条
.
十
一
ケ
条
.
七
ケ
条
.
六
ケ
条
(
直
誉
上
人
.
専
誉
上
人
等
之
条
目
を
持
参
ス
、
.右
諸
条
目
之
中
、
此
度
書
出
候
品
く
之
儀
、
一
事
も
不
相
見
、
依
之
、
猶
亦
右
書
物
之
外
、
此
度
書
出
候
条
目
之
証
拠
二
可
成
物
有
之
候
ハ
・
、
可
尋
出
候
旨
度
く
雖
申
渡
と
、
無
之
旨
毎
度
申
之
、
然
ハ
此
外
証
拠
可
成
書
物
無
之
旨
、
手
形
可
仕
之
由
雖
申
渡
と
、
致
難
渋
手
形
不
仕
候
、
件
之
通
二
而
ハ
古
法
と
申
儀
可
難
立
候
、
若
於
新
法
ハ
、
御
条
目
違
背
之
咎
可
難
逢
候
問
、
得
其
旨
重
而
道
理
証
拠
分
明
可
申
出
者
也
、
(一兀
禄
十
六
年
)
未
十
月
十
九
日(一兀
禄
十
六
年
)
右
之
書
付
被
読
聞
、
当
夏
差
出
候
条
目
之
中
之
儀
、
証
拠
不
分
明
候
故
、
新
・
古
之
訳
御
立
難
被
成
候
、
以
後
正
敷
証
拠
出
候
迄
ハ
、
〔儀
〕
唯
今
迄
之
通
二
可
被
差
置
候
、
追
而
之
御
吟
味
迄
ハ
、
門
中
勤
方
如
前
く
仕
奢
ケ
間
敷
義
仕
聞
敷
之
旨
被
仰
聞
候
、
一
心
院
善
故
・
了
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
八
九
一
九
〇
伝
曽
而
依
凧
無
之
躰
二
而
、
今
日
者
御
請
難
申
由
申
之
、
各
退
出
、
(十
月
)
一
、
十
一
月
四
日
善
故
・
了
伝
参
上
、
去
月
十
九
日
被
仰
渡
候
趣
、
被
仰
付
置
可
被
下
之
旨
書
付
持
参
、
一
・
(雕
群
了
伝
召
寄
昨
日
差
出
候
呈
畫
一
判
形
無
之
候
間
判
形
仕
持
参
可
仕
之
串
漢
其
書
付
差
戻
候
明
六
旦
ハ
役
中
寄
合
候
間
、
住
持
其
外
衆
中
不
残
四
時
可
被
出
候
、
其
節
過
去
帳
・
什
物
帳
・
祠
堂
帳
・
称
念
上
人
之
御
影
拜
所
持
之
念
珠
、
此
度
其
門
中
江
差
出
候
五
ヶ
条
取
揃
可
致
持
参
由
申
渡
、
一
、
同
六
日
早
朝
二
、
善
故
役
者
寮
迄
参
候
而
申
候
者
、
昨
日
了
伝
へ
被
仰
渡
候
品
々
、
今
四
時
持
参
可
仕
旨
被
仰
付
候
故
、
夜
前
衆
中
相
談
仕
候
処
醜
終
不
申
候
韓
含
罷
出
候
事
ハ
・
御
免
可
被
下
之
旨
申
捨
二
仕
委
直
二
一
心
院
住
持
矯
酔
婁
条
禦
行
所
江
罷
出
、
訴
状
捧
候
由
、
(勝
阜
、
京
都
町
奉
行
)
同
日
晩
方
、
水
谷
信
濃
守
殿
家
来
甲
田
兵
左
衛
門
よ
り
、
手
紙
二
而
一
心
院
出
入
二
付
、
書
物
共
勝
手
次
第
可
致
持
参
之
旨
申
来
候
付
、
明
日
持
参
可
仕
由
及
返
書
、
(勝
阜
)
(勘
解
由
小
路
)
(京
極
二
条
)
(京
極
四
条
)
(知
恩
院
)
一
、
同
七
日
水
谷
信
濃
守
殿
江
六
役
勝
巌
院
・
天
性
寺
・
大
雲
院
、
当
山
役
者
三
人
、
書
物
共
不
残
持
参
、
従
発
端
昨
日
迄
之
様
子
委
細
取
次
迄
申
達
、
猶
又
従
当
山
之
願
書
一
通
差
上
候
文
言
如
左
、
願
上
候
口
上
之
覚
(一兀
禄
十
六
年
)
(自
誉
秀
道
)
一
、
去
夏
中
当
寺
内
一
心
院
、
新
二
五
ヶ
条
之
法
度
書
彼
諸
末
山
江
差
出
候
、
寺
内
二
乍
罷
在
方
丈
井
役
者
江
不
相
窺
、
任
我
意
候
段
不
届
之
至
御
座
候
事
、
一
、
右
之
儀
二
付
、
京
夷
之
諸
末
寺
・
旦
那
迄
致
騒
動
及
相
論
候
故
、
追
而
可
致
了
簡
候
間
、
今
度
者
先
其
分
二
可
差
置
旨
申
渡
候
ヘ
ハ
、
双
方
共
二
得
心
仕
相
鎮
候
処
、
善
故
・
了
伝
表
裏
相
違
之
二
言
を
申
出
、
又
候
哉
及
騒
動
候
、
道
心
者
二
不
似
合
二
言
を
申
出
候
儀
、
私
曲
之
至
御
座
候
事
、
一
、
其
以
後
毎
度
召
寄
、
重
く
申
渡
旨
雖
有
之
候
、
一
向
許
容
不
仕
、
下
知
違
背
仕
候
事
、
右
之
通
二
而
者
、
向
後
諸
末
寺
之
仕
置
難
成
奉
存
候
、
一
心
院
弁
善
故
・
了
伝
被
召
寄
、
御
吟
味
之
上
急
度
被
仰
付
可
被
下
候
、
已
上
、
(一兀禄
十
六
年
)
十
一
月
七
日
,
知
恩
院
御
奉
行
所
役
者
(水
谷
勝
阜
)
右
之
趣
取
次
遂
披
露
候
処
、
信
濃
守
殿
御
対
面
被
仰
聞
候
者
、
昨
目
一
心
院
訴
状
致
持
参
候
付
而
、
一
心
院
江
為
申
聞
候
ハ
、
願
之
事
〔儀
〕
有
之
候
ハ
・
、
知
恩
院
江
可
申
入
之
旨
申
渡
、
訴
状
返
候
処
、
一
心
院
申
候
ハ
、
一
心
院
義
ハ
知
恩
院
之
末
寺
二
而
も
無
之
候
ヘ
ハ
、
構
有
之
訳
二
而
無
御
座
由
申
候
、
此
段
遂
吟
味
可
被
申
出
候
由
、
被
仰
渡
候
付
而
、
何
も
退
出
則
罷
帰
、
一
心
院
拜
善
故
・
了
伝
可
罷
出
之
旨
申
遣
候
処
、
住
持
ハ
在
寺
候
得
共
、
善
故
・
了
伝
ハ
談
合
仕
候
事
御
座
候
而
、
他
出
之
由
返
答
、
然
者
住
持
井
残
ル
衆
中
召
連
、
則
刻
可
被
出
之
旨
申
遣
候
、
住
持
井
恕
心
・
清
故
参
上
候
付
相
尋
候
者
、
昨
日
公
儀
江
訴
状
捧
候
由
、
御
奉
行
所
二
而
令
承
知
候
、
(知
恩
院
)
先
以
諸
末
寺
公
儀
江
罷
出
候
儀
、
先
達
而
本
山
江
申
届
罷
出
事
二
候
、
然
二
無
其
儀
罷
出
、
不
届
之
至
と
申
候
ヘ
ハ
、
致
迷
惑
返
答
無
(知
恩
院
)
之
、
且
又
昨
日
於
御
奉
行
所
、
一
心
院
儀
当
山
末
寺
二
而
無
之
旨
申
上
候
由
、
従
御
奉
行
所
被
仰
聞
候
、
一
心
院
ハ
当
院
寺
内
之
塔
頭
二
候
得
者
、
末
寺
と
申
事
も
余
所
ヶ
間
敷
相
聞
候
、
当
山
之
眷
属
二
而
乍
有
、
支
配
二
而
も
無
之
、
末
寺
二
而
も
無
之
由
申
上
ル
段
、
誑
惑
之
至
候
、
住
持
返
答
二
、
衆
中
共
兼
而
御
末
寺
二
而
も
無
之
由
申
二
付
而
、
右
之
通
申
上
候
と
申
之
、
従
此
方
申
渡
候
者
、
当
山
末
寺
二
而
無
之
訳
書
付
仕
、
可
差
出
旨
申
付
、
(二儿埆慓十
亠ハ年
十
一月
)(水
谷
勝
阜
)(山尽
極
一二条
)
(知
恩
院
由
[内
)
〔
儀
凵
一
、
同
八
日
、
信
濃
守
殿
江
天
性
寺
・
九
勝
院
被
遣
、
一
昨
日
一
心
院
其
許
江
御
訴
訟
二
罷
出
候
時
分
、
一
心
院
義
当
山
末
寺
二
而
無
之
、
〔儀
〕
構
無
之
寺
と
申
上
候
由
、
言
語
道
断
我
壗
之
至
御
座
候
、
先
以
此
義
御
吟
味
可
被
下
候
、
本
末
無
疑
書
付
進
之
候
、
此
段
御
吟
味
可
被
下
候
、
将
亦
一
心
院
儀
従
方
ζ
祠
堂
之
金
銀
も
多
有
之
候
、
什
物
共
様
く
有
之
様
二
承
候
、
軽
キ
者
共
寄
合
罷
在
事
二
候
へ
者
、
此
砌
左
様
之
も
の
散
在
可
仕
も
難
量
候
、
急
度
御
吟
味
奉
願
候
由
被
仰
遣
、
口
上
書
之
覚
如
左
、
口
上
之
覚
(知
恩
院
住
持
白
誉
秀
道
)
一
、
公
儀
之
御
法
度
丼
臨
時
二
従
方
丈
被
申
渡
候
諸
法
度
、
毎
度
一
心
院
江
役
者
共
申
付
、
証
文
取
置
候
事
、
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
"
九
一
一
九
二
一
、
一
心
院
代
く
住
持
相
定
候
儀
、
彼
末
寺
井
衆
中
其
人
品
を
見
立
、
役
者
迄
願
之
候
付
、
従
方
丈
住
職
可
仕
旨
書
状
差
遣
、
召
寄
入
院
申
付
候
事
宀
(徳
川
家
康
)
一
、
以
前
之
知
恩
院
者
、
有
来
勢
至
堂
二
而
御
座
候
得
共
、
只
今
之
本
堂
、
西
北
之
方
之
地
、
惣
門
迄
者
権
現
様
御
開
被
遊
候
、
諸
塔
(知
恩
院
)
頭
者
山
際
二
門
扉
を
並
罷
在
候
、
其
砌
当
院
塔
頭
之
外
者
、
悉
他
所
江
御
退
被
遊
候
、
・
一
心
院
も
寺
内
之
塔
頭
故
、
其
儘
御
差
置
被
遊
候
事
、
一
・
知
恩
黷
之
内
諸
塔
頭
配
分
多
少
不
同
有
之
候
へ
土二
心
院
懸
邂
黏
稱
饕
七
舛
蓉
四
夕
八
才
、
(朱
書
)
「文
政
九
戌
年
二
月
御
役
人
河
原
・
村
上
御
両
江
願
、
元
帳
写
之
、
」
一
、
別
院
二
而
無
之
故
、
門
各
別
二
建
不
申
候
、
且
亦
若
別
院
二
有
之
候
ハ
・
ハ
一
心
院
代
く
井
彼
院
旦
那
之
墓
所
、
一
心
院
屋
敷
内
二
可
葬
置
儀
二
候
得
共
、
別
院
二
而
無
之
故
、
諸
塔
頭
並
二
惣
卵
塔
二
葬
申
候
事
、
一
、
従
元
日
至
歳
暮
迄
、
年
中
之
諸
礼
急
度
方
丈
へ
出
仕
候
事
、
一
、
毎
月
朔
日
一
心
院
衆
中
召
連
、
本
堂
法
事
之
中
、
住
持
・
衆
中
共
二
相
詰
、
法
事
過
方
丈
江
拝
礼
仕
候
事
、
一
、
御
忌
一
七
日
之
法
事
者
、
直
末
之
諸
長
老
相
勤
候
《
七
日
之
中
昼
夜
之
念
仏
者
、
]
心
院
井
彼
末
山
之
役
二
而
相
勤
候
、
且
亦
六
月
廿
五
日
・
七
月
廿
五
日
本
堂
説
法
之
砌
之
念
仏
、
勢
至
堂
毎
月
廿
五
日
之
説
法
之
砌
之
念
仏
、
是
又
一
心
院
役
二
而
相
勤
申
候
、
殊
十
二
月
琵
五
日
、
勢
至
堂
之
説
法
ハ
毎
年
一
心
院
住
持
二
申
付
候
事
、
〔
矛
盾
力
〕
一
、二
心
院
末
寺
之
中
鉾
鋸
出
来
候
時
者
、
毎
度
従
一
心
院
役
者
迄
相
願
、
裁
許
を
請
候
事
、
(京
都
所
司
代
松
平
信
庸
)
'
(知
恩
院
山
内
)
(知
恩
院
山
内
)
(知
恩
院
山
内
)
(知
恩
院
山
内
)
一
心
院
・
良
正
院
・
常
称
院
・
忠
岸
院
・
九
勝
院
者
、
方
丈
御
礼
二
参
上
之
節
召
連
、
御
礼
一
、
御
所
司
'・
両
御
郡
代
年
始
御
礼
之
事
、
為
致
候
事
津
(徳
川
家
光
)
(知
恩
院
由
内
)
一
、曽
寛
永
八
年
大
猶
院
様
御
上
洛
之
刻
鴇
知
恩
院
諸
末
寺
一
同
二
、
一
心
院
・
良
正
院
等
p
御
目
見
仕
候
留
書
、
御
城
二
可
有
御
座
候
、
其
写
此
方
二
も
所
持
仕
候
事
、
右
之
通
紛
無
御
座
候
処
、
一
昨
日
一
心
院
於
御
奉
行
所
、
知
恩
院
末
寺
二
而
無
之
、
構
も
無
御
座
之
旨
申
上
候
由
、
誑
惑
之
至
、
急
度
御
吟
味
奉
願
候
、
已
上
、
(一兀
禄
㎝十
山ハ年
)
未
十
一
月
八
日
知
恩
院
役
者
三
役
印
六
役
印
御
奉
行
所
(十
一月
八
日
)
一
、
同
日
酉
之
刻
、
一
心
院
并
善
故
・
了
伝
可
参
之
旨
申
遣
候
処
、
三
僧
共
二
他
出
之
由
返
答
、
左
候
ハ
・
、
衆
中
之
内
可
参
旨
申
遣
候
ヘ
ハ
、
清
故
参
上
申
渡
候
ハ
、
暮
日
二
寺
外
江
不
出
之
旨
先
条
目
二
候
、
何
と
て
夜
陰
二
他
行
仕
候
哉
と
相
尋
候
得
ハ
、
住
持
ハ
病
(善
故
・了
伝
)
気
二
而
医
者
方
江
参
候
、
両
僧
者
何
方
江
参
候
哉
不
存
之
由
申
之
、
早
・丶
尋
出
可
罷
越
之
旨
申
渡
、
其
後
善
故
・
了
伝
参
上
二
付
、
〔儀
〕
.
(善
故
・了
伝
)
(マ
・)
一
心
院
義
当
山
末
寺
二
而
無
之
段
、
於
御
奉
行
所
申
上
候
由
、其
訳
書
付
可
差
出
之
旨
申
付
候
処
、
両
僧
返
答
二
為
指
、書
付
も
無
御
〔儀
〕
座
候
へ
者
、
書
付
仕
差
上
候
義
難
仕
由
申
之
二
付
、
左
様
二
不
分
明
之
儀
ヲ
、
於
御
奉
行
所
末
寺
二
而
も
無
之
、
構
も
無
之
旨
申
上
候
段
、
甚
誑
惑
之
至
二
候
、
扨
又
当
寺
内
之
塔
頭
二
而
無
之
も
の
二
、
廿
四
石
余
之
寺
領
ヲ
配
分
仕
置
も
の
二
而
候
哉
、
言
語
道
断
(知
恩
院
)
(縁
誉
)
之
由
申
渡
候
ヘ
ハ
、
当
山
御
忌
昔
ハ
勅
会
二
而
御
座
候
処
、
断
絶
仕
候
時
分
、
称
念
上
人
一
七
日
之
念
仏
ヲ
被
始
、
于
今
相
続
仕
候
、
(知
恩
院
山
内
)
猶
亦
阿
弥
陀
堂
ハ
称
念
上
人
被
致
寄
附
候
付
、
御
代
く
御
懇
二
而
、
右
之
寺
領
御
寄
附
之
様
二
承
候
と
申
之
、
此
時
常
称
院
申
候
ハ
、
(法
然
)
(知
恩
院
住
持
)
(勢
観
房
)
御
忌
七
日
之
念
仏
ハ
、
開
山
示
寂
汐
以
来
終
二
断
絶
無
之
候
、
御
伝
供
之
節
方
丈
御
読
被
成
候
条
文
ハ
、
当
寺
第
二
代
源
智
上
人
之
(縁
誉
)
御
制
作
二
而
候
、
七
昼
夜
之
別
時
念
仏
執
行
と
有
之
御
文
言
ハ
、毎
年
其
方
共
も
乍
承
、
称
念
之
被
始
候
と
申
事
、
不
実
之
至
言
語
道
断
、
扨
又
阿
弥
陀
堂
ハ
称
念
建
立
之
由
、
是
又
妄
語
二
而
候
、
称
念
従
上
京
十
九
年
前
建
立
之
由
、
棟
札
井
記
録
訃
分
明
也
、
道
心
〔儀
〕
(京
都
町
奉
行
所
)
者
二
不
似
合
妄
語
申
候
事
.
急
度
可
及
脱
衣
義
候
得
共
、
当
分
二
条
御
奉
行
所
之
御
吟
味
之
中
二
候
間
、
先
其
分
二
差
置
候
と
申
渡
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
九
三
一
九
四
如
斯
申
聞
せ
候
ヲ
承
、
其
後
御
奉
行
所
二
候
、
而
了
伝
対
決
之
節
修
復
と
申
替
候
、
一
・
(雕
炉
旦
黶
謎
家
来
谷
田
昊
盗
ハ衛
方
旱
紙
到
来
貼
鑼
糶
釐
処
公
事
役
人
出
会
一
心
院
出
入
之
次
覆
尋
候
付
、
始
終
之
訳
委
細
申
談
候
其
節
、
一
心
院
差
上
候
訴
状
見
せ
被
申
、
致
披
見
候
処
、
段
く
偽
を
書
載
候
其
訴
状
之
中
二
、
末
(知
恩
院
住
持
)
寺
共
蒙
免
許
度
、
願
之
事
八
月
末
と
書
出
候
此
儀
ハ
、
五
月
中
汐
一
心
院
へ
段
く
訴
へ
往
復
及
争
論
事
二
候
、
扨
又
従
方
丈
末
寺
願
之
通
許
可
申
之
旨
被
申
渡
候
由
、
其
上
十
月
十
九
日
方
丈
出
座
、
被
成
越
訴
仕
候
末
寺
江
、
願
之
通
心
儘
二
勤
可
申
候
、
本
寺
従
一
心
院
申
付
候
事
ハ
、
用
申
間
敷
と
直
二
御
申
被
成
候
と
、
訴
状
二
書
載
候
、
此
両
条
以
之
外
之
偽
二
而
御
座
候
、
仮
令
二
も
許
可
申
　
　
ソ
と
被
申
候
義
、
全
以
無
御
座
候
、
扨
又
方
丈
出
座
之
節
被
申
渡
候
事
ハ
、
重
而
道
理
証
拠
吟
味
之
上
、
落
居
可
被
申
付
間
、
夫
迄
相
待
可
申
と
被
申
渡
候
処
、
九
月
十
二
日
・
同
十
六
日
両
度
迄
慥
領
掌
仕
候
上
ハ
、
変
改
為
仕
間
敷
候
、
夫
迄
ハ
前
く
之
通
相
勤
可
申
候
、
其
内
従
一
心
院
如
何
様
二
申
か
け
候
共
、
依
用
不
仕
、
騒
動
ヲ
相
止
可
罷
在
旨
被
申
渡
候
、
其
儀
ヲ
掠
、
其
訳
各
別
二
取
成
、
訴
状
書
載
候
事
、
大
邪
偽
之
悪
僧
二
而
御
座
候
、
一
・
(彫
麺
ハ
旦
公
事
役
両
人
よ
り
手
紙
到
来
一
心
院
本
末
出
入
之
簾
明
廿
吉
被
致
吟
味
候
間
役
者
共
可
参
旨
申
来
翌
廿
七
日
役
者
不
嵐
融
灘
艶
殿
御
宅
江
参
上
・
石
院
鑿
最
・
了
伝
彼
諸
末
寺
被
召
環
双
方
委
細
之
御
吟
陳
従
末
寺
証
拠
之
書
物
共
数
通
出
蔑
徳
糶
鮮
一
心
院
当
山
末
寺
二
無
紛
書
物
共
出
之
信
濃
守
殿
鑁
見
之
上
・
猶
又
巨
細
之
御
僉
議
有
之
候
処
聳
心
院
ハ
証
拠
之
書
物
無
之
二
付
不
差
出
、
依
之
、
道
理
不
相
立
不
首
尾
二
而
退
出
、
一
、
十
二
月
廿
三
日
、
朝
飯
後
公
事
役
両
人
よ
り
手
紙
到
来
、
今
日
一
心
院
出
入
裁
許
被
申
付
候
問
、
役
者
土
ハ可
罷
出
旨
申
来
、
役
者
不
残
信
濃
守
殿
御
宅
江
参
上
、
一
心
院
住
持
井
善
故
・
了
伝
彼
門
中
各
罷
出
ル
、
以
書
付
御
裁
許
被
仰
渡
文
言
、
左
二
記
之
、
申
渡
之
覚
(白
誉
秀
道
)
一
心
院
と
末
寺
出
入
之
儀
、
知
恩
院
方
丈
汐
も
被
申
聞
、
一
心
院
も
訴
出
候
付
、
召
寄
段
く
令
吟
味
候
処
、
此
度
一
心
院
よ
り
末
寺
江
出
候
香
之
驍
一
心
院
開
山
饕
上
人
掟
書
七
ケ
条
・
九
ケ
条
・
±
ケ
条
之
内
二
も
無
之
古
証
斈
も
無
≧
呈
一蒲
申
伝
候
古
法
之
由
、
一
心
院
申
候
へ
共
、
申
伝
斗
二
而
者
難
立
候
条
、
唯
今
迄
有
来
候
通
可
相
勤
候
旨
、
一
心
院
拜
末
寺
江
も
申
渡
候
、
尤
一
心
院
儀
本
山
知
恩
院
へ
弥
勤
来
通
違
背
仕
間
敷
事
、
(元
禄
十
六
年
)
未
十
二
月
〔儀
〕
如
斯
御
書
付
御
渡
候
付
、
役
者
共
即
刻
申
上
候
、
御
裁
許
忝
奉
存
候
、
但
、
一
心
院
義
知
恩
院
末
寺
二
而
も
無
之
段
申
上
、
其
外
重
く
之
我
儘
共
御
座
候
間
、
重
而
書
付
を
以
可
申
上
之
間
、
左
様
思
召
可
被
下
之
旨
申
上
退
出
、
(湛
誉
力
)
(富
小
路
五
条
)
一
、
同
日
及
暮
三
役
出
座
、
一
心
院
住
持
井
善
故
・
了
伝
其
外
衆
中
三
人
、
次
二
上
徳
寺
召
寄
申
渡
候
ハ
、
今
日
於
公
儀
被
仰
渡
候
趣
(知
恩
院
)
〔儀
〕
承
知
可
仕
候
、
就
夫
是
迄
当
山
江
相
背
候
儀
数
多
有
之
候
、
此
義
ハ
来
春
急
度
可
被
遂
御
吟
味
候
、
左
様
二
相
心
得
可
罷
在
候
、
夫
迄
ハ
一
心
院
住
持
江
善
故
を
始
、
衆
中
不
残
御
預
ケ
被
成
候
間
、
遠
方
へ
遣
し
申
間
敷
候
、
住
持
儀
者
弟
子
上
徳
寺
江
御
預
ケ
被
成
(摂
津
国
豊
嶋
郡
)
候
、
勿
論
池
田
法
園
寺
を
も
呼
寄
可
申
之
旨
申
渡
ス
、
(一兀
禄
亠-六
年
)
一
、
元
禄
十
七
申
年
二
月
朔
日
、
善
故
・
了
伝
召
寄
申
渡
候
ハ
、
一
心
院
之
縁
起
、
買
付
田
地
之
証
文
并
奉
加
帳
、
去
年
公
儀
江
差
出
(白
誉
秀
道
)
(善
故
・了
伝
)
之
由
、
其
聞
有
之
候
、
御
丈
室
一
覧
可
被
成
旨
被
仰
出
候
間
、
持
参
仕
候
様
二
と
申
渡
、
両
僧
返
答
に
は
、
衆
中
相
談
仕
可
差
上
之
旨
二
而
退
出
、
(二
月
)
一
、
同
二
日
善
故
.
了
伝
参
上
、
昨
日
書
物
共
御
覧
可
被
成
旨
被
仰
付
候
得
共
、
衆
中
申
上
候
者
、
御
覧
二
入
候
而
、
何
之
用
二
も
無
之
候
問
、
掛
御
目
候
儀
罷
成
間
敷
由
申
切
候
、
左
候
者
、
不
罷
成
旨
口
上
書
仕
、
可
差
出
之
由
申
付
候
処
、
其
段
も
得
仕
間
敷
候
、
我
気
共
ハ
可
預
御
追
放
身
二
而
御
座
候
得
者
、
覚
悟
仕
罷
在
候
、
然
上
ハ
入
御
覧
候
事
、
罷
成
間
敷
之
由
申
之
、
従
此
方
尋
候
者
、
御
〔儀
〕
追
放
之
儀
ハ
今
二
被
仰
出
儀
も
無
之
処
、
従
何
方
承
、
左
様
之
義
申
候
と
尋
候
得
者
、
善
故
申
候
者
従
何
方
と
申
事
も
無
御
座
候
、
左
様
二
も
可
有
御
座
様
二
承
、
罷
在
候
と
返
答
仕
退
出
、
一
、
同
三
旦
ハ
役
三
役
列
摩
一
心
院
鑿
・故
・
了
伝
召
寄
相
尋
候
ハ
・
忍
院
隷
鞨
糶
寺
一雇
芝
申
(元
禄
十
六
年
去
冬
於
)
公
儀
申
上
候
儀
ハ
、
如
何
様
之
証
拠
有
之
申
上
候
哉
と
尋
候
ヘ
ハ
、
別
二
証
拠
乏
申
儀
ハ
無
御
座
候
得
共
、
後
光
明
院
様
崩
御
之
時
分
、
御
諷
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
九
五
一
九
六
経
相
勤
候
、
明
正
院
様
崩
御
之
御
時
ハ
、
本
寺
分
斗
相
勤
候
様
二
、
御
法
事
奉
行
日
野
殿
・
今
城
殿
被
仰
渡
候
、
然
所
一
心
院
ハ
本
(徳
川
家
綱
)
(延
宝
八
年
五
月
)
寺
二
而
御
座
候
故
、
御
諷
経
相
勤
候
由
申
之
、
従
此
方
為
申
聞
候
者
、
厳
有
院
様
御
他
界
之
時
分
、
本
寺
之
外
諷
経
御
停
止
、
此
時
(玄
誉
、
知
恩
院
住
持
)
一
心
院
代
僧
差
下
度
由
、」
万
無
和
尚
江
相
願
候
へ
共
、
本
寺
二
而
無
之
寺
ハ
、
無
用
之
旨
従
江
戸
申
来
候
上
ハ
、
一
心
院
下
向
代
僧
ホ
之
儀
、
罷
成
間
敷
由
御
申
渡
、
御
諷
経
不
相
勤
候
、
明
正
院
様
崩
御
之
御
時
、
諷
経
之
事
ハ
本
寺
二
而
無
之
、
寺
く
相
勤
候
事
、
(千
本
今
出
川
、
般
舟
三
昧
院
)
般
舟
院
之
記
録
之
写
有
之
旨
、
為
申
聞
候
ヘ
ハ
、
不
及
返
答
(
(勝
阜
)
(六
角
大
宮
)
(京
極
四
条
)
(知
恩
院
山
内
)
(白
誉
秀
道
)
一
、
同
四
日
、
水
谷
信
濃
守
殿
江
役
者
如
来
寺
・
大
雲
院
・
九
勝
院
参
、
善
故
・
了
伝
儀
我
儘
、
弥
以
相
募
候
付
、
追
放
申
付
度
、
方
丈
二
も
被
存
候
、・
委
細
之
訳
書
付
致
持
参
候
段
申
上
、
一
通
差
上
ル
文
言
、
如
左
、
'
謹
而
言
上
(一兀
禄
十
六
年
)
去
夏
従
一
心
院
彼
末
山
中
江
新
法
之
条
目
就
指
出
候
、
本
末
及
相
論
、
既
公
儀
江
訴
上
候
処
、
旧
冬
御
吟
味
之
上
、
本
末
相
論
之
儀
、
御
裁
許
被
成
下
難
有
御
事
候
、
然
共
其
砌
一
心
院
者
、
知
恩
院
末
寺
二
而
無
御
座
、
構
も
無
之
由
、
猶
亦
十
四
石
余
之
寺
領
者
、
知
恩
院
領
之
内
二
而
無
之
、
元
来
有
来
買
付
田
地
之
由
申
之
、
殊
訴
状
之
中
、
種
く
之
偽
を
書
立
、
且
亦
此
方
に
て
吟
味
仕
候
ヘ
ハ
、
前
後
(白
誉
秀
道
)
相
違
之
我
儘
之
申
分
多
之
、
剰
新
法
之
条
目
差
出
候
儀
も
、
方
丈
井
役
者
江
不
相
窺
、
其
後
公
儀
江
訴
状
差
上
候
節
も
無
其
断
、
毎
度
申
渡
儀
共
、
一
向
許
容
不
仕
候
、
諸
寺
院
之
寺
内
堪
忍
之
僧
侶
者
、
其
寺
之
住
持
之
下
知
相
守
申
候
事
、
諸
宗
一
同
之
格
式
御
座
候
、
猶
更
別
院
二
而
無
之
旨
、
去
年
十
一
月
八
日
二
書
上
候
十
一
ケ
条
之
通
、
紛
無
御
座
候
処
、
旁
以
我
儘
之
働
難
差
置
候
へ
共
、
旧
冬
及
(元
禄
十
七
年
)
月
廻
候
故
、
糺
明
難
成
二
付
、
至
当
春
可
致
吟
味
候
問
、
住
持
井
道
心
者
共
、
遠
方
江
罷
越
候
儀
、
可
為
無
用
之
旨
、
旧
冬
申
付
置
候
、
依
之
、
当
月
朔
日
善
故
・
了
伝
召
寄
、
旧
冬
公
儀
江
差
上
候
一
心
院
之
伝
記
拜
奉
加
帳
、
買
付
田
地
之
証
文
、
方
丈
一
覧
可
有
之
候
問
可
馨
参
之
旨
申
付
候
処
翌
二
日
幕
纔
蹕
右
之
品
懸
御
目
候
事
襲
間
敷
旨
役
者
迄
申
之
付
頑
其
謂
を
相
尋
候
ヘ
ハ
、
可
預
御
追
放
、
我
く
共
之
儀
候
ヘ
ハ
、
任
仰
書
物
共
持
参
仕
事
罷
成
間
敷
旨
堅
ク
申
切
候
、
不
得
心
之
我
儘
弥
以
相
募
候
、
(善
故
・了
伝
)
(白
誉
秀
道
)
ケ
様
之
悪
僧
御
寺
之
塔
頭
二
差
置
候
而
ハ
、
'向
後
如
何
様
之
悪
事
相
企
可
申
も
難
量
り
御
座
候
間
、
両
僧
追
放
申
付
度
、
方
丈
被
存
候
、
右
之
趣
為
御
届
如
斯
御
座
候
、
以
上
へ
元
禄
十
七
年
申
二
月
四
日
知
恩
院
役
者三
役
六
役
御
奉
行
所
(水
谷
勝
阜
)
(元
禄
十
七
年
二
月
)
一
、
九
日
未
刻
御
用
之
儀
有
之
候
間
、
役
者
一
人
信
濃
守
殿
宅
へ
可
参
之
旨
申
来
、
即
刻
九
勝
院
罷
越
、
信
濃
守
殿
御
逢
被
成
、
被
仰
聞
候
ハ
、
従
方
丈
頃
日
被
遣
候
御
書
付
之
儀
、
御
所
司
江
相
伺
候
、
寺
内
之
儀
者
武
家
之
家
中
同
前
二
御
座
候
、
然
所
申
付
違
背
仕
候
事
、
法
外
之
仕
合
二
存
候
と
申
候
ヘ
ハ
、
御
所
司
満
も
其
通
二
思
召
候
間
、
勝
手
次
第
仕
置
御
申
付
可
被
成
之
由
被
仰
聞
候
、
(湛
誉
力
)
(富
小
路
五
条
)
(千
本
)
(京
極
高
辻
)
一
、
十
日
六
役
・
三
役
列
座
二
而
、
一
心
院
住
持
并
善
故
・
了
伝
・
助
心
・
誓
故
・
称
欣
・
浄
西
丼
上
徳
寺
・
称
念
寺
・
乗
願
寺
、
其
外
一
心
院
旦
那
共
召
出
、
申
渡
候
次
第
、
善
故
・
了
伝
丼
衆
中
江
相
尋
候
ハ
、
一
心
院
祠
堂
金
銀
、
請
払
之
勘
定
、
善
故
・
了
伝
二
人
二
而
相
斗
候
哉
、
衆
中
も
立
合
存
知
候
哉
と
相
尋
ル
、
了
伝
返
答
、
両
人
儀
者
上
座
故
、
先
ハ
相
斗
候
、
然
共
衆
中
も
存
知
之
事
之
(善
故
・了
伝
)
由
申
之
、
依
之
、
衆
中
江
相
尋
候
者
、
両
僧
申
通
候
哉
と
尋
候
処
、
残
ル
衆
中
も
如
何
二
も
存
知
候
由
申
之
、
一
心
院
向
後
之
作
法
(勘
解
由
小
路
)
被
仰
渡
候
間
、
堅
可
相
守
旨
二
而
、
三
ヶ
条
之
定
書
勝
巌
院
読
聞
ス
、
右
之
定
書
一
心
院
頂
戴
文
言
、
如
左
、
定
一
、
如
先
規
仏
前
勤
行
・
掃
除
漆
可
為
丁
寧
事
、
一
、
有
来
什
物
・
祠
堂
金
銀
不
可
紛
失
、
毎
年
勘
定
之
節
者
、
末
寺
之
老
輩
相
加
厳
密
可
令
吟
味
事
、
一
、
諸
事
之
支
配
、
閣
於
住
持
不
可
任
衆
中
之
私
意
、
住
持
衆
中
吟
味
之
上
可
執
行
事
、
右
之
趣
不
可
有
違
犯
者
也
、
^
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
九
七
一
九
八
元
禄
十
七
申
年
二
月
十
日
本
山
四
十
二
世
(秀
道
)
白
誉
在
判
(六
角
大
宮
)
如
来
寺
印
(勘
解
由
小
路
)
勝
巌
院
印
(京
極
三
条
)
天
性
寺
印
(京
極
四
条
)
大
雲
院
印
(知
恩
院
山
内
)
在
江
戸
常
称
院
(知
恩
院
山
内
)
忠
岸
院
印
(知
恩
院
山
内
)
九
勝
院
印
一
心
院
(元
禄
十
六
年
)
(二
月
)
(知
恩
院
山
内
)
右
畢
而
、
扨
善
故
・
了
伝
儀
、
去
年
以
来
段
く
不
届
二
付
、
追
放
被
仰
付
候
、
則
当
月
四
日
御
奉
行
所
江
差
上
候
書
付
、
九
勝
院
読
之
、
(善
故
・了
伝
)
何
れ
も
江
も
相
聞
せ
、
彼
両
僧
重
く
不
届
二
付
、
脱
衣
可
被
仰
付
候
へ
共
、其
段
者
以
御
慈
悲
御
用
捨
被
成
、
洛
陽
・
洛
外
御
追
放
被
成
(湛
誉
力
)
候
段
申
渡
候
、
但
、
什
物
・
祠
堂
金
銀
之
埒
不
分
明
二
付
、
両
僧
押
へ
置
、
一
心
院
住
持
・
同
弟
子
共
、
相
残
ル
道
心
者
共
、
末
寺
之
老
輩
二
三
人
相
加
、
可
改
置
旨
申
渡
候
、
右
之
者
共
一
心
院
江
罷
帰
、
致
穿
鑿
候
所
、
道
心
者
共
不
存
旨
申
之
、
一
心
院
ハ
祠
堂
金
銀
(
一心
院
)
を
以
相
続
仕
事
二
候
、
祠
堂
紛
失
仕
候
ハ
・
、
当
院
立
申
間
敷
候
、
有
所
可
申
之
旨
、
住
持
丼
末
寺
之
老
輩
雖
申
之
、
道
心
者
共
相
互
目
を
見
合
斗
二
而
、
有
所
不
申
候
、
依
之
、
先
程
従
役
者
中
残
ル
道
心
者
共
も
、
什
物
・
金
銀
之
事
存
候
哉
と
、
御
尋
之
節
各
存
知
之
由
返
答
乍
申
、
至
只
今
不
存
と
申
儀
、
立
間
敷
と
責
詰
致
吟
味
候
ヘ
ハ
、
助
心
・
誓
故
両
人
何
方
へ
罷
出
候
も
、
さ
き
ハ
不
存
候
へ
共
、
頓
而
箱
二
つ
持
来
候
、
然
共
錠
お
ろ
し
鎰
無
之
二
付
、
其
段
相
尋
候
ヘ
ハ
、
了
伝
所
持
仕
之
由
申
之
、
道
心
者
壱
人
了
伝
方
へ
参
、
請
取
来
明
候
而
、
帳
面
二
引
合
候
ヘ
ハ
、
銀
子
壱
貫
二
三
百
目
不
足
二
付
而
、
是
ハ
如
何
様
之
訳
二
候
哉
と
相
尋
候
ヘ
ハ
、
一
昨
日
為
可
致
両
替
、
了
伝
取
出
し
、
上
京
之
町
人
二
預
置
候
由
申
之
、
依
之
、
道
心
者
壱
人
弟
子
良
秀
差
遣
、
遂
詮
議
夜
九
時
請
取
罷
帰
、
帳
面
二
引
合
、
住
持
井
相
残
道
心
者
共
江
引
渡
申
之
由
注
進
之
、
即
刻
善
故
・
了
伝
洛
中
・
洛
外
追
放
畢
、
一
、
恕
心
・
清
故
持
来
二
箱
之
内
二
有
物
者
、
帳
共
有
金
銀
借
し
置
、
金
銀
之
手
形
共
有
之
、
一
、
銀
弐
貫
九
百
七
拾
匁
六
分
一
、
金
拾
壱
両
壱
歩
弐
朱
一
、
金
七
拾
九
両
ト
銀
拾
三
匁
七
分
一
、
銀
百
五
拾
七
匁
一
、
金
三
両
三
歩
一
、
銀
五
百
目
一
、
銀
壱
貫
三
百
目
右
者
有
物
也
、
一
、
右
之
外
、
銀
高
四
拾
七
貫
三
百
八
拾
匁
之
借
し
手
形
有
之
、
(富
小
路
五
条
)
(千
本
)
(京
極
高
辻
)
右
之
諸
色
、
一
心
院
住
持
湛
誉
、
同
弟
子
良
秀
、
同
弟
子
上
徳
寺
、
同
寺
相
残
罷
有
候
道
心
者
共
、
同
末
寺
称
念
寺
.
乗
願
寺
立
合
相
改
、
住
持
井
道
心
者
共
江
不
残
引
渡
者
也
、
(六
角
大
宮
)
(知
恩
院
山
内
)
(善
故
・了
伝
)
(二
月
)
(水
谷
勝
阜
)
一
、
十
一
日
、
信
濃
守
殿
江
如
来
寺
・
忠
岸
院
参
上
、
昨
夕
両
僧
致
追
放
候
旨
御
届
申
入
ル
、
委
細
御
聞
届
候
由
、
深
谷
平
左
衛
門
を
以
(次
行
、
京
都
町
奉
行
)
御
返
答
、
夫
汐
安
藤
駿
河
守
殿
御
宅
江
両
人
罷
越
、
右
之
次
第
段
く
申
入
ル
、
当
番
松
田
貞
右
衛
門
江
申
置
候
、
右
覚
書
之
通
、
毛
頭
無
相
違
者
也
、
宝
永
二
酉
年
二
月
日
(奥
書
)
(宝
永
二
年
)
(山
内
)
就
開
帳
之
願
江
戸
下
向
、
同
年
知
恩
院
保
徳
院
就
公
用
江
戸
下
向
節
、
知
恩
院
♂
此
記
録
被
遣
、
此
通
写
、
「
乗
願
寺
宝
永
二
乙
酉
年
、
(京
極
高
辻
)
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
一
九
九
二
〇
〇
手
寄
之
寺
社
奉
行
江
指
上
ケ
候
様
二
被
仰
付
候
故
、
右
之
通
書
写
、
寺
社
奉
行
江
指
上
ケ
候
様
扣
也
、
奉
納
門
中
箱
記
録
也
、
紙
数
五
十
六
枚
(京
極
高
辻
)
乗
願
寺
十
世真
誉
㊥
J
2
、
解
題
ω
伝
L
来
本
史
料
を
現
蔵
す
る
紫
竹
招
善
寺
は
、
『
塗
宗
寺
院
由
緒
書
』
(鑼
鞋
鷂
)
に
よ
る
ζ
篆
三
年
(
エ
ハ
ニ
六
)
に
心
誉
是
西
な
る
も
の
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
ξ
れ
て
い
る
が
、
『
一
心
院
覚
書
』
(群
鶴
撹
)
の
伝
存
す
る
事
猿
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
招
善
寺
の
由
緒
書
が
一
心
院
を
経
由
し
て
増
上
寺
の
役
者
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
元
禄
年
間
に
は
確
実
に
一
心
院
末
寺
院
で
あ
っ
た
点
、
さ
ら
に
本
史
料
は
奥
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
京
極
高
辻
乗
願
寺
第
十
世
の
真
誉
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
が
、
こ
の
乗
願
寺
も
一
心
院
末
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
一
心
院
末
寺
院
の
間
で
尊
重
さ
れ
て
い
た
記
録
が
、
何
ら
か
の
事
情
、
た
と
え
ば
住
持
の
転
住
に
伴
な
っ
て
移
管
さ
れ
た
等
の
可
能
性
を
想
起
で
き
る
。
勿
論
、
そ
れ
が
乗
願
寺
か
ら
直
接
に
移
管
さ
れ
た
庵
の
で
あ
る
の
か
、
偶
然
的
に
招
善
寺
に
伝
存
す
る
の
み
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
速
断
し
難
い
。
@
体
裁
表
紙
は
藍
色
の
厚
表
紙
で
、
左
上
に
「
一
心
院
覚
書
」
と
標
題
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
「全
」
と
一
冊
本
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
右
下
に
「
二
十
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
整
理
番
号
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
に
関
す
る
も
の
か
は
定
か
で
な
い
。
ま
た
扉
に
内
題
等
の
記
載
は
な
い
。
料
紙
は
美
濃
紙
の
袋
綴
で
、
寸
法
は
竪
二
七
・
二
糎
、
横
一
九
・
○
糎
、
丁
数
は
、
奥
書
に
「紙
数
五
十
六
枚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
ハ
墨
付
五
七
丁
で
あ
る
。
の
成
立
年
時
奥
書
に
は
、
本
書
は
宝
永
二
年
(
一
七
〇
五
)
に
、
京
極
高
辻
乗
願
寺
が
開
帳
の
願
出
の
た
め
に
江
戸
に
下
向
し
た
折
、
知
恩
院
山
内
保
徳
院
か
ら
、
こ
の
記
録
を
書
写
し
て
寺
社
奉
行
に
指
し
出
す
よ
う
に
と
の
指
示
を
受
け
、
こ
れ
を
書
写
し
た
際
の
控
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
底
本
が
他
に
存
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
本
文
の
末
尾
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
宝
永
二
年
二
月
の
時
点
で
す
で
に
そ
れ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
一
心
院
の
本
末
争
い
の
決
着
が
元
禄
十
七
年
(
一
七
〇
四
)
二
月
で
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
一
年
の
間
に
、
恐
ら
く
は
経
過
や
結
果
を
後
世
へ
の
覚
え
と
す
る
た
め
、
知
恩
院
の
役
者
ら
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
ω
『
知
恩
院
日
鑑
』
の
関
連
記
事
、
本
史
料
は
、
元
禄
十
六
年
(
一
七
〇
二
)
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
、
一
心
院
と
末
寺
寺
院
と
の
問
に
本
末
争
い
を
生
ず
る
が
、
そ
の
発
端
か
ら
京
都
町
奉
行
の
裁
定
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
綴
っ
た
覚
書
で
あ
る
。
知
恩
院
は
そ
の
調
整
に
当
た
ら
ざ
る
を
え
ず
、
苦
慮
し
な
が
ら
も
意
を
尽
く
し
て
解
決
の
方
向
を
目
指
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
件
に
関
す
る
詳
細
か
っ
豊
富
な
記
事
が
、
『知
恩
院
日
鑑
』
(『知
恩
院
史
料
集
以
下
、
『日
鑑
』
』謔
嘱
、)
の
同
時
理
見
ら
れ
ゑ
ま
ず
『
覚
書
』
の
記
載
と
『
日
鑑
』
と
の
関
連
を
次
頁
簔
示
す
る
。こ
れ
を
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
『
覚
書
』
独
自
の
記
載
も
若
干
存
す
る
が
、
*
印
で
示
し
た
ご
と
く
、
あ
た
か
も
『
日
鑑
』
の
記
事
を
抜
粋
し
て
編
集
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
多
く
が
『
日
鑑
』
の
記
載
と
内
容
的
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
『
日
鑑
』
の
記
載
を
書
写
し
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
編
集
に
際
し
て
『
日
鑑
』
の
記
載
も
参
考
の
一
つ
と
し
た
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
日
鑑
』
の
元
禄
十
六
年
九
月
四
日
条
に
、
r
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
1
10
.1
二
〇
二
一
心
院
出
入
に
関
す
る
記
載
の
対
照
(
備
考
欄
*
印
…
同
内
容
の
記
事
と
認
め
ら
れ
る
も
の
)
年
・
月
・
日
一
『
覚
書
』
『
日
鑑
』
一
備
考
(藤
+
六
監
○
五
旦
○
八
旦
○
+
二
旦
十
四
日
十
六
日
十
七
日
二
十
日
0000
二
士
百
一
〇
00O00
二
+
三
旦
O
I
O
二
+
四
旦
○
二
+
五
旦
0
二
+
九
⊥
0
十
月
三
日
五
日
八
日
0
000
*****
九
日
十
三
日
,十
五
日
0
十
六
日
十
九
日
二
十
四
日
二
十
八
日
00
+
百
亘
000○
マ
000
三
⊥
0
四
日
五
日
六
日
七
日
八
日
十
五
日
十
七
日
十
八
日
00O
000
o
i
o
o
i
o0d0
***
十
九
日
二
十
日
二
十
三
日
二
十
四
日
0
二
+
五
旦
二
+
六
旦
○
二
+
七
旦
00O0
*
000
マ
+
二
月
八
旦
0
十
四
日
O
二
+
亘
0
二
+
三
旦
O
I
O
二
圭
且
0
*
二
+
八
旦
O
(
元
禄
十
七
年
)
一
月
七
日
O
九
日
十
日
二
十
一
日
000
二
月
一
旦
○
d
*
二
旦
○
0
*
三
⊥
○
四
日
六
日
0
0
*
0O
*
九
日
十
日
十
一
日
十
四
日
十
八
日
O0
0
*
0
0
000
**
十
九
目
二
十
三
日
二
十
四
日
000
(縁
誉
)
一
、
一
心
院
末
寺
聖
光
寺
.
竹
林
院
寺
中
役
者
迄
入
来
、
今
度
称
念
上
人
百
五
拾
年
忌
之
各
座
之
説
法
之
廻
状
之
次
二
、
条
目
被
レ
出
候
其
内
之
儀
共
、
一
心
院
被
二申
付
一候
通
二
相
勤
候
而
ハ
、
旦
那
寺
之
分
ハ
今
日
立
か
た
く
、
何
茂
末
寺
共
難
儀
仕
候
故
、
達
而
此
度
之
ケ
条
之
通
ハ
、
用
捨
給
候
様
二
、
衆
中
へ
相
願
申
候
得
共
・
承
引
無
二御
摩
候
・
彎
迷
惑
仕
候
・
(中
略
)
麺
晦
日
二
も
、
右
之
通
聖
光
寺
始
四
人
連
二
て
入
来
候
、
(下
略
)
な
ど
と
記
し
て
、
本
末
出
入
の
原
因
が
、
称
念
の
百
五
十
年
忌
に
際
し
て
一
心
院
の
出
し
た
新
条
目
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
覚
書
』
に
お
い
て
も
、
は
じ
め
に
同
様
の
内
容
を
記
し
て
い
る
が
、
実
際
の
元
禄
十
六
年
五
月
日
付
一
心
院
湛
誉
定
書
、
同
年
八
月
二
十
九
日
付
一
心
院
末
寺
院
口
上
書
等
を
引
用
し
、
ま
た
書
き
は
じ
め
を
八
月
一
日
ま
で
遡
っ
て
記
述
し
て
い
る
。
同
様
に
『
日
鑑
』
の
同
年
十
月
二
十
八
日
条
に
は
、
一
、
一
心
院
門
中
汐
覚
書
差
出
候
、
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『覚
書
』
に
は
纛
に
同
日
付
で
田
輩
奪
纂
以
丕
一+
薔
寺
連
署
(貘
薯
籍
篇
に
)
の
書
付
を
載
せ
て
い
る
。
同
様
に
『
日
鑑
』
の
同
年
十
一
月
七
日
条
に
、
(勝
阜
、
京
都
町
奉
行
)
一
、
水
谷
信
濃
守
へ
勝
巌
院
.
天
性
寺
.
大
雲
院
・
当
山
三
人
同
道
、
発
端
汐
こ
れ
迄
之
書
物
共
、
今
日
差
出
候
願
書
両
通
持
参
、
(下
略
)
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
二
〇
三
二
〇
四
と
あ
る
う
ち
、
京
都
町
奉
行
宛
の
願
書
と
は
、
『
覚
書
』
に
載
せ
る
同
日
付
知
恩
院
役
者
口
上
書
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
同
年
の
書
翰
(『知
恩
院
史
料
集
』
第
三
巻
)
に
同
文
を
確
認
で
き
る
か
ら
・」
れ
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
廴
ま
た
『
日
鑑
』
の
同
年
+
一
月
合
条
に
、
(水
谷
勝
阜
、
京
都
町
奉
行
)
一
、
信
濃
守
殿
へ
天
性
寺
・
九
勝
院
被
レ
遣
候
意
趣
ハ
、
昨
日
役
者
共
罷
越
候
処
、
御
聞
届
被
レ
下
旨
忝
奉
レ
存
候
、
弥
御
吟
味
奉
レ願
〔儀
〕
候
、
且
一
昨
日
一
心
院
御
屋
敷
へ
罷
出
ハ
知
恩
院
之
末
寺
二
而
無
レ
之
由
申
上
候
旨
、
不
届
成
義
申
上
候
、
此
儀
先
以
御
吟
味
相
願
奉
レ
存
候
旨
也
、
口
上
書
一
通
持
参
候
、
(
下
略
)
と
あ
る
が
、
『覚
書
』
に
は
同
様
に
同
日
付
知
恩
院
役
者
口
上
書
を
収
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
日
鑑
』
同
十
七
年
二
月
四
日
条
に
は
、
(水
谷
勝
阜
、
京
都
町
塞
行
)
一
、
信
濃
殿
へ
如
来
寺
・
大
雲
院
・
九
勝
院
参
候
、
一
心
院
之
善
故
・
了
伝
儀
、
我
儘
申
付
、
追
放
可
二申
付
一之
旨
、
委
細
訳
書
持
参
候
処
、
(下
略
)
と
あ
る
が
、
『覚
書
』
で
は
実
際
に
京
都
町
奉
行
に
持
参
し
た
同
日
付
知
恩
院
役
者
口
上
書
を
載
せ
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
示
す
ご
と
く
、
『覚
書
』
は
実
際
の
証
拠
と
な
る
記
録
等
を
引
用
し
な
が
ら
編
集
さ
れ
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
乗
願
寺
真
誉
の
書
写
し
た
奎
晟
立
に
関
す
る
事
情
が
、
集
二
年
の
書
翰
(『知
恩
院
史
料
集
』
第
三
巻
)
中
の
関
連
記
事
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
六
月
二
十
四
日
付
で
増
上
寺
役
者
に
宛
て
た
書
翰
に
、
一
心
院
儀
二
付
、
増
上
寺
役
者
♂
書
状
、
六
月
十
五
日
到
来
、
返
翰
之
写
、
(桧
井
長
重
女
)
(増
上
寺
住
持
湛
誉
門
周
)
当
月
四
日
之
貴
翰
、
同
十
五
日
相
届
、
令
二拝
見
一候
、
然
者
御
本
丸
御
女
中
殿
衛
殿
汐
其
御
丈
室
様
江
被
二仰
進
一候
書
状
之
写
、
御
差
越
被
レ下
、
致
ご披
見
一候
処
、
以
之
外
相
違
之
儀
共
御
座
候
、
一
心
院
之
道
心
者
共
其
御
地
へ
罷
下
、
種
く
偽
を
申
上
候
ヲ
実
事
と
被
二思
召
一候
と
相
見
候
、
被
二仰
下
一候
通
二
て
無
レ
之
段
、
則
一
心
院
出
入
之
始
終
記
置
候
覚
書
、
写
進
レ之
候
間
、
御
披
見
被
レ成
、
此
通
委
細
二
殿
江
殿
江
被
二仰
達
一可
レ被
レ
下
候
、
此
覚
書
之
通
、
毛
頭
相
違
之
儀
無
二御
座
一候
、
善
故
.
了
伝
此
方
二
て
も
一
く
偽
計
申
立
候
儀
二
候
ヘ
ハ
、
於
二其
元
一猶
以
鷺
を
烏
之
様
可
二申
成
一候
、
(中
略
)
(宝
永
二
年
)
六
月
廿
四
日
5
(経
誉
、
増
上
寺
役
者
)
寿
元
和
尚
(順
誉
、
増
上
寺
役
者
)
霊
鑑
和
尚
(重
珍
)
尚
く
、
松
井
豊
蔵
♂
も
、
右
之
儀
二
付
預
示
候
、
其
返
書
井
覚
書
写
候
而
進
候
間
、
其
元
汐
御
届
可
レ被
レ
下
候
、
頼
存
候
、
且
又
豊
蔵
殿
儀
ハ
殿
衛
殿
舎
弟
二
而
御
座
候
、
宿
所
知
レ
不
レ
申
候
ハ
・
、
殿
衛
殿
へ
被
レ
遣
可
レ
被
レ
下
候
、
以
上
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
丸
の
女
中
殿
衛
な
る
者
か
ら
増
上
寺
の
住
持
湛
誉
門
周
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
を
読
み
、
一
心
院
の
道
心
者
が
偽
り
を
述
べ
て
訴
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
一
心
院
出
入
に
関
し
て
記
し
置
い
た
覚
書
を
進
上
し
、
殿
衛
な
る
者
に
事
実
を
説
明
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
尚
女
書
に
は
、
殿
衛
の
弟
松
井
重
珍
か
ら
も
同
様
の
書
状
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
の
覚
書
等
を
届
け
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
心
院
の
道
心
者
ら
が
京
都
町
奉
行
の
裁
定
に
よ
る
追
放
後
、
江
戸
に
赴
い
て
何
ら
か
の
縁
故
を
頼
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
同
じ
く
増
上
寺
役
者
に
宛
て
た
宝
永
二
年
九
月
二
十
三
日
付
の
書
翰
に
は
、
(増
上
寺
)
去
十
三
日
之
貴
簡
、
昨
十
二
日
相
達
、
令
二
拝
見
一候
、
然
者
一
心
院
出
入
之
砌
、
追
放
申
付
候
善
故
・
了
伝
、
毎
度
貴
山
へ
罷
出
、
(寺
社
奉
行
所
)
御
添
手
紙
願
候
へ
共
、
御
許
容
無
二御
座
一候
処
、
頃
日
御
奉
行
所
へ
願
罷
出
候
由
、
然
共
御
添
手
紙
無
二
御
座
一
故
、
御
取
上
ハ
無
(重
之
、
寺
社
奉
行
)
レ
之
旨
、
然
所
御
月
番
久
世
讃
岐
守
殿
役
人
中
、
右
出
入
之
訳
被
二
相
尋
一候
付
、
先
頃
進
置
候
一
心
院
出
入
始
終
之
覚
書
一
冊
、
被
二
〔儀
〕
〔儀
Ψ
差
出
一被
レ下
候
由
、
此
上
二
も
右
之
者
共
強
訴
可
レ仕
義
も
可
レ有
レ
之
哉
と
、
御
内
意
被
二仰
聞
嚇
被
レ
入
二
御
念
一候
義
忝
存
候
、
覚
書
之
通
毛
籍
違
之
藩
二御
座
喚
(下
略
)
と
あ
り
、
追
放
さ
れ
た
一
心
院
の
善
故
・
了
伝
の
両
人
が
増
上
寺
を
訪
れ
、
さ
牡
に
ま
た
寺
社
奉
行
所
へ
も
頼
っ
て
訴
え
出
た
た
め
に
、
知
恩
院
に
対
す
る
尋
問
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
知
恩
院
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
す
で
に
進
上
し
て
あ
る
一
心
院
出
入
始
終
の
覚
書
一
冊
の
吟
味
を
甌
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
元
禄
十
七
年
二
月
に
裁
定
が
お
り
追
放
さ
れ
た
後
も
、
翌
年
に
な
り
善
故
・
了
伝
ら
が
関
東
に
下
向
し
て
訴
え
出
た
た
め
、
一
心
院
出
入
に
関
し
て
綴
っ
た
覚
書
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
保
徳
院
下
向
の
主
た
る
目
的
が
、
こ
れ
を
届
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
明
で
な
い
が
、
そ
の
際
に
こ
の
覚
書
を
持
参
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
二
〇
五
二
〇
六
こ
の
覚
書
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
『
一
心
院
覚
書
』
の
底
本
で
あ
る
こ
と
も
ほ
ぼ
相
違
な
い
。
㈲
諸
法
度
類
本
書
が
、
一
心
院
の
差
し
出
し
た
新
条
目
に
端
を
発
す
る
、
本
末
争
い
に
つ
い
て
の
覚
書
で
あ
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
知
恩
院
の
要
請
に
応
ず
る
た
め
の
証
拠
物
件
と
し
て
、
一
心
院
と
門
末
寺
院
の
双
方
が
い
く
つ
か
の
法
度
類
を
示
す
に
至
っ
た
た
め
に
、
主
に
縁
誉
称
念
の
定
め
た
法
度
類
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
後
の
も
の
に
つ
い
て
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
有
力
な
史
料
の
な
い
現
状
に
お
い
て
、
称
念
に
つ
い
て
ま
た
一
心
院
の
性
格
等
に
関
し
て
、
重
要
な
史
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
史
料
的
性
格
を
考
慮
す
る
と
、
正
文
の
存
在
に
つ
い
て
些
か
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
以
下
に
、
『覚
書
』
に
収
載
さ
れ
る
一
心
院
関
係
の
法
度
類
に
つ
い
て
、
そ
の
題
目
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
の
傍
証
の
有
磐
示
し
て
置
く
(掲
載
順
に
記
す
).
年
・
月
・
日
元
禄
十
六
年
五
月
日
天
文
二
十
三
年
二
月
二
十
六
日
天
文
十
八
年
(月
日
未
詳
)
(年
月
日
未
詳
)
(年
月
日
未
詳
)
天
和
三
年
(月
日
未
詳
)
元
禄
三
年
二
月
目
元
禄
三
年
七
月
永
禄
十
三
年
三
月
十
九
日
題
目
一
心
院
湛
誉
定
書
一
心
院
縁
誉
称
念
道
場
法
度
(
九
箇
条
)
一
心
院
縁
誉
称
念
道
場
法
度
(
七
箇
条
)
一
心
院
縁
誉
称
念
道
場
法
度
(
十
一
箇
条
)
一
心
院
縁
誉
称
念
禁
制
(
六
箇
条
)
知
恩
院
直
誉
感
栄
定
書
知
恩
院
専
誉
孤
雲
定
書
知
恩
院
専
誉
孤
雲
法
度
一
心
院
登
誉
天
室
定
書
傍
証
の
有
無
無
『称
念
上
人
行
状
記
』
『称
念
上
人
行
状
記
』
『称
念
上
人
行
状
記
』
無無無無無
天
文
二
十
年
二
月
日
元
禄
十
七
年
二
月
十
日
一
心
院
縁
誉
称
念
別
時
念
仏
法
度
知
恩
院
白
誉
秀
道
定
書
無『
知
恩
院
日
鑑
』
同
日
条
8
一
心
院
の
位
置
一
心
院
の
知
恩
院
内
に
お
け
る
位
置
付
け
は
、
年
代
に
よ
っ
て
も
違
う
が
特
異
的
で
難
し
い
。
縁
誉
称
念
が
天
文
十
七
年
(
一
五
四
八
)
に
草
創
の
当
初
は
、
知
恩
院
境
内
の
一
道
場
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
元
禄
九
年
の
『浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
』
に
よ
る
と
、
一
二
六
力
寺
の
末
寺
を
有
す
る
本
寺
に
ま
で
発
展
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
書
上
の
提
出
先
を
見
る
と
、
知
恩
院
・
増
上
寺
の
ほ
か
は
、
京
都
の
知
恩
寺
・
金
戒
光
明
寺
・
浄
華
院
、
名
越
派
檀
林
寺
院
と
そ
し
て
一
心
院
と
い
う
よ
う
に
、
す
で
に
無
本
寺
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
知
恩
院
の
塔
頭
と
し
て
の
立
場
を
脱
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『覚
書
』
収
載
の
元
禄
十
六
年
八
月
二
十
九
日
付
・
同
年
十
月
二
十
八
日
付
・
同
年
十
一
月
五
日
付
の
各
一
心
院
門
末
寺
院
書
付
に
よ
っ
て
、
当
時
の
一
心
院
門
末
寺
院
の
組
織
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
『覚
書
』
や
『
日
鑑
』
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
ご
と
く
、
元
禄
十
六
年
・
十
七
年
に
末
寺
寺
院
の
上
申
に
よ
っ
て
争
論
と
な
り
、
知
恩
院
の
調
整
も
落
着
を
見
ず
、
京
都
町
奉
行
所
へ
そ
の
裁
許
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
る
が
、
結
果
的
に
は
一
心
院
は
知
恩
院
の
管
轄
下
の
ご
と
き
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
江
島
孝
導
氏
が
「知
恩
院
塔
頭
ξ
い
下
元
禄
期
以
前
を
中
心
と
し
下
」
(講
埜
爪觀
螽
擶
懿
Y
に
紹
介
さ
れ
た
、
享
保
+
六
年
(
妻
二
)
+
二
月
付
の
『覚
』
と
題
さ
れ
る
記
録
に
、
一
、
知
恩
院
山
内
捨
世
本
寺
一
心
院
知
恩
院
領
之
内
、
高
弐
拾
石
余
配
分
(縁
誉
)
一
、
起
立
天
文
十
七
年
草
創
、
至
一
享
保
十
六
年
一凡
百
八
拾
五
年
、
開
基
称
念
上
人
と
あ
っ
て
、
享
保
年
間
に
は
知
恩
院
山
内
の
捨
世
本
寺
と
し
て
、
他
の
二
三
力
院
の
塔
頭
と
は
区
別
さ
れ
、
ま
た
院
領
の
配
分
も
多
く
な
『
一
心
院
覚
書
』
紹
介
二
〇
七
噂
二
〇
八
さ
れ
て
い
る
が
、
知
恩
院
の
管
轄
下
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
中
途
半
端
な
立
場
は
、
恐
ら
く
こ
の
元
禄
年
間
の
本
末
争
い
以
降
、
明
治
二
十
六
年
(
一
八
九
三
)
の
華
頂
山
内
規
約
に
よ
っ
て
、
山
内
塔
頭
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ
る
(『知
恩
院
史
』)。
こ
の
『覚
書
』
の
内
容
は
、
そ
う
し
た
一
心
院
の
特
徴
的
な
歴
史
鞄
目
景
を
端
的
に
表
わ
し
て
も
い
る
。
〔附
記
〕
本
書
『
一
心
院
覚
書
』
の
閲
覧
・
史
料
飜
刻
等
に
際
し
て
、
ご
許
可
を
頂
い
た
紫
竹
招
善
寺
住
職
吹
田
盛
徳
師
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
∂
